
第 4 回 ｢ 産科医療補償制度運営委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 1 年 6 月 1 5 日 (月 ) 午後 3 時 0 0 分~ 5 時 3 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構大会議室

財団法人 日 本医療機能評価機構



○ 山 田部長 (事務局 ) それでは 、 ま こ と に恐れ入 り ますけれ ど も 、 委員会 を 開始いた し

ます前に資料の確認をお願い 申 し上げます。

ま ず、 最初に 、 委員の出欠一覧表が ご ざいます。

次に 、 運営委員会次第及び議事資料が ご ざいます。

次に 、 資料一覧が ご ざいま して 、 資料は資料 1 か ら 資料 5 ま で ご ざいます。

資料 1 が 、 産科医療補償制度に係 る診断書作成の手引 き に関する報告書で ご ざいます.

資料 2 が 、 診療体制等に関する情報で ご ざいます。

資料 3 - 1 で ご ざいますが 、 分娩経過等に関する分娩機関お よ び保護者か ら の確認につ

いてで ご ざいます。

資料 3 - 2 で ご ざい ますが 、 原因分析報告書に記載 さ れ る ｢事例の概要｣ に 関す る確認

のお願いで ご ざいます。

資料 3 - 3 で ご ざい ますが 、 ｢原因分析の た め の保護者の意見｣ について (事前の ご案内 )

(案) で ご ざいます。

資料 3 - 4 で ご ざい ますが 、 ｢原因分析の た め の保護者の意見 ｣ について記入のお願い

(案) で ご ざいます。

資料 4 で ご ざいますが 、 N I C Uや新生児料等か ら の新生児期医療の情報収集について

(お願い) で ご ざいます。

資料 5 で ご ざいますが 、 審査委員会 ･ 原因分析委員会規則で ご ざいます。 資料は以上で

ご ざいます。

1 . 開会

○ 山 田部長 く事務局) それでは 、 遅れて 出席 さ れ る委員の方も い ら っ しゃ い ますが 、 定

刻 に な り ま したので、 ただいま か ら 第 4 回産科医療補償制度運営委員会 を開催いた します。

それでは 、 議事進行を これよ り 上田委員長にお願い 申 し上げます。

○上 田委員長 本 日 は 、 先生方大変お忙 しい な かお集ま り いた だ き ま してま こ と に あ り が

と う ご ざいます。 ど う か よ ろ し く お願いいた します。

本 日 の議事は 、 お手元の次第に あ り ま す よ う に 、 初め に 、 第 3 回運営委員会の主な意見

について 。 次に 、 審査の準備状況について 。 原因分析の準備状況について 。 そ して各種委

員会の検討状況について 。 次に 、 剰余金が発生 した場合の取扱いについて 。 最後 に 、 そ の

他で ご ざいます。 これ ら の議事につ き ま して ご意見を賜 り たい と 存 じま すの で 、 よ ろ し く

お願いいた します。

それでは、 議事に入 らせていただき ます。

ま ず 、 初 め に 、 第 3 回運営委員会の主な意見について 、 ま ず事務局 よ り 説明 をお願い し

ます。

2 , 議事
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1 ) 第 3 回運営委員会の主な意見について

○後技監 (事務局) それで は 、 次第のページか ら始ま る 資料を も ち ま して ご説明 さ せて

いただき ます. 1 枚お め く り いただき ま して 1 ページに な り ますが 、 1 ペー ジか ら 2 ペー

ジにかけ ま して第 3 回運営委員会の主な意見について ご説明 させていただき ます。

ま ず、 ( 1) の産科医療補償制度の動向 について 出 ま した ご意見で ご ざい ますが 、 0 の一つ

目 で 、 ま ず、 加入機関で分娩 した妊婦が全員が登録 さ れてい る か一定期間後 にア ンケー ト

調査を行 う べき であ る と い う ご意見が あ り ま した。

それか ら 、 次の二つの0 は調整関係です。 訴訟等で過失責任が 明確に なっ た事案の 中 で 、

和解や示談等の場合は過失責任の判断が フ ァ ジー に な る おそれが あ る と い う こ と で 、 調整

の対象 と する か否かの判断をだれが行 う の か明確にすべき と い う ご意見が あ っ た一方で 、

次の○ですが 、 和解の場合であ っ て も保険会社 と の調整の 中 で和解金額が支払われ る こ と

で損害保険の 中での過失の有無の整理がついてい る と 。 そ こ でフ ァ ジー にな る こ 凋まない

と い う ご意見 も あ り ま した 。

そ して 、 次の0 ですが 、 診療録等の不備が生 じない よ う に 、 調整委員会の審議対象の ｢重

大な過失が 明 ら かであ る と 思料 さ れた事例｣ と 。 こ の後 に ｢等 ｣ を加 えて ほ しい と い う ご

意見 も あ り ま した。

そ こ の最後ですが 、 委員会が 開かれる前の しか るべき タ イ ミ ン グで委員構成等について

連絡 してほ しい と い う ご意見 も あ り ま した。

続 き ま して 、 @)審査の準備状況でご ざい ま して 、 そ こ の最初か ら 四つ 目 ま での0 は診断

書料関係の も ので ご ざいます。

一つ 目 の ○ですが 、 診断書作成料につ き 、 ば ら つ き が 出 る と い う こ と への懸念の ご意見

が ご ざい ま した。

二つ 目 の 0ですが 、 診断書料の標準的な水準は示 さ ざる を得ないのではないか と い う ご

意見 も あ り ま した。

次の 0 ですが 、 現場では文書作成が負担 と な っ て い る 。 作成料の負担者につ き基本的な

考え方を整理 した ほ う が よ い と い う ご意見。

そ して 四つ 目 ですが 、 現場に負担をかけ ないた め に費用的な手当 て をすべき であ る と い

う ご意見 も あ り ま した 。

次の五つ 目 ですが 、 診断書作成マニ ュ アルは ｢マニ ュ アル｣ と い う 表現ではな く ｢指針｣

と い う 名称を検討すべき だ と い う ご意見 も あ り ま した 。

続 き ま して 、 (3)原因分析の準備状況で ご ざいます。 2 ページ 目 をお願いいた しま す。

一つ 目 の 0 ですが 、 分娩機関か ら の報告様式について 、 カ テ ゴ リ ーや数値に分かれ る も

の はチェ ッ ク ボ ッ ク ス で対応 して 、 それ以外の と こ ろ は 自 由記載の文章 と する の が よ い と

い う よ う な ご意見が あ り ま した。

次の二つは 、 再発防止 の た め に報告書に さ ら にエ ッ セ ンス を 1 枚添付する か ど う か と い

う ご意見です。
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二つ 目 の ○ですが 、 報告書に加え て A 4 で 1 ページ程度のエ ッ セ ンス を添付す る と 議論

しやすいのではないか と い う ご意見が あ っ た一方で 、 原因分析の対象は分娩に 関連 した脳

性麻痺で あ る た め 、 類型 も 多 く ない こ と 等 を考 え る と 、 エ ッ セ ンス の添付は不要では ない

か と 、 こ う い う ご意見 も あ り ま した。

(の平成 2 1 年度運営経費についてですけれ ど も 、 一つ 目 の0 で補償分割金の運用 は 、 公的

な資金であ る こ と を考慮すべき と い う ご意見。

次の○ ですが 、 公益法人制度の改定に よ り 、 本制度がずっ と 収支均等 と な る仕組みでな

ければ運営組織が公益法人 と 認め られないのではないか と い う 、 新制度上での ご心配の ご

意見 も あ り ま した 。

3 番 目 の 0 ですが 、 保険会社 と 運営組織の手数料契約につ き 、 透明性を高 め る た め に不

都合がな ければ公表 した ほ う が よ い と い う ご意見が あ り ま したので 、 こ の ご意見に は既に

対応 して お り ま す。 本年 4 月 にホー ムページに掲載を してお り ま す。 ホームページの制度

概要の と こ ろ を ご覧いただき ます と 、 そ の 中 に資料を掲載 してお り ます。

そ して 、 最後 、 (5) ですけれ ど も 、 (6) の一つ 目 の○ で 、 委員会等にかかわ る 医療者、 法律

家は早 目 に 関係団体に協力 を求 め る べき と い う ご意見や、 最後の ○ですが 、 分娩機関が約

款に違反す る よ う なケース で あ っ て も 、 患者側の不利益 と な ら ない よ う 、 補償金は支払わ

れる べき であ る と い う ご意見が あ り ま した。 以上です。

○上 田委員長 はい。 前回の主な意見について説明 させていただき ま した。 審査の準備状

況 、 原因分析の準備状況、 あ る いは異議審査委員会等について 、 き ょ う 、 議題 と して 出 し

てお り ま す。 も し特に ご質問 な ければ、 それぞれの議題の と こ ろ で ご説明 ･ ご審議 を しま

すので 、 そ の と こ ろ で ご質問な ど をお願い したい と 思っ てお り ま すが 、 よ ろ しいで し ょ う

か。 特に よ ろ しいですか。 後 ほ ど 、 それぞれの課題について 、 ご審議をいただき たい と思

っ てお り ます。

それでは 、 次に 、 審査の準備状況について 、 ま ず事務局か ら説明 をお願い します。

2 ) 審査の準備状況について

○後技監 (事務局) それでは 、 本体資料 3 ページに ま い り ま す. 3 ページか ら 5 ページ

を用いて ご説明いた します。 そ して 6 ページ 目 に審査委員会の委員の一覧がついてお り ま

す。

ま ず、 3 ページですけれ ど も 、 2)審査の準備状況について。 ( 1) で前回の運営委員会ま で

の主な報告事項 と して 4 点 ご ざいま した。

ま ず、 一つ 目 ですけれ ど も 、 早期かつ正確に診断ができ る よ う 、 専用診断書を用い る と

い う こ と と 、 二つ 目 、 重症度は専用診断書お よ び診断基準に よ る と い う こ と , それか ら 三

つ 目 ですが 、 補償請求者 、 こ れは児 の家族の こ と に な り ま すが 、 補償請求者の利便性を図

る た め 、 協力 を ご了解いただいた医師を診断協力医 と して登録を行 う と い う こ と 。 そ して

最後ですが 、 審査の結果、 補償外 と な る場合に診断書料の一部補助 を行 う と い う こ と を報
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告 してお り ま した。

続き ま して 、 (2)前回の運営委員会以降の主な準備状況であ り ますが 、 こ れは片仮名 のア

か ら始ま っ て ア ･ イ ･ ウ と 3 点 ご紹介いた します。

ま ず、 ア ですが 、 審査委員会の運営について と い う こ と で 、 続いて両括弧で く く っ た見

出 し の一つ 目 で (第 1 回審査委員会の開催) についてであ り ま すが 、 一つ 目 の○で 、 6 月

1 2 日 に第 1 回審査委員会を開催 してお り ま す。 そ して審査委員会の運営や審査の流れな ど

について ご審議いただき ま した。 委員は 6 ペー ジに掲載 してい る と お り で ご ざいます。

そ して今の○ の下で二つ 目 ですが 、 具体的に は産科医 、 小児科医が書類審査を行っ た う

えで審査委員会において補償対象か否かを審議する と い う こ と と な り ま した。

そ して 3 番 目 の○で 、 補償対象 と な ら な かっ た場合は 、 そ の理由 の適切な説明 を行 う と

い う こ と と 、 それか ら 当該時点では補償対象 と な ら ない も の の 、 将来再申請 を想定でき る

場合は 、 妥当 な 申 請時期について適切な説明 を行 う こ と が決定 されま した。

続 き ま して 、 (審査委員会の運営) ですけれ ど も 、 一つ 目 の ○で 、 7 月 以降は原則 と して

毎月 1 回開催す る 。 4 ペー ジ をお願いいた し ます。 毎月 1 回審査委員会 を開催する と い う

こ と 。 それか ら 具体的な事案 を取 り 扱 う 場合は非公開に な り ま すが 、 そ の場合で も審議件

数等の概要を審査委員会開催の都度公表す る と い う こ と と な り ま した。

それか ら 次の 0ですが 、 審査結果の概要を運営委員会に対 して も報告を行 う こ と と な っ

てお り ます。 具体的に は 、 集計数値、 それか ら補償対象 と 判断 した事例が どん な も の か と

い う こ と を ご報告する 予定です。 それか ら 補償対象 と 判断 し なかっ た場合の そ の理由 につ

いて報告する こ と を予定 してお り ま す。

続き ま して 、 片仮名 のイ で診断に係 る準備状況について 。 (診断書作成の手引 き ) であ り

ま すけれ ど も 、 ま ず、 円 滑に診断を行 う こ と が でき る よ う 作成 さ れた 『診断書作成の手引

き 』 が 6 月 1 2 日 の第 1 回審査委員会に報告 されて 、 若干の修正意見の反映を条件に承認を

さ れてお り ます。 今月 中 に診断協力 医 に配布す る予定に な っ てお り ます。 こ の手引 き が本

日 の資料 1 に な っ てお り ま す。 こ の資料 1 は 、 本委員会の委員で も い ら っ し ゃ います鴨下

委員 を座長 と する検討会の ワ ーキ ンググループで取 り ま と め ま した。 委員名 は 、 こ の資料

の最後のページに委員名一覧を掲載 して お り ま す。 そ して 、 こ の取 り ま と め に あた っ て は

日 本小児神経学会 、 日 本 リ ハ ビ リ テーシ ョ ン医学会 に も ご指導いただい た と こ ろ で ご ざい

ます。

こ の報告書 自 体は 、 ま ず 、 前半の と こ ろ に診断書の書式が掲載 さ れてお り ま す。 そ して

真ん 中か ら後半あた り がそ の手引 き に な っ てお り ま して 、 巻末には 、 そ の診断書を実際に

書いた事例を 2 事例ほ ど掲載 してお り ます。

それか ら 、 ま た 、 本体資料に戻っ ていただき ま して 、 今の 『診断書作成の手引 き 』 の二

つ 目 の 0 に な り ま すけれ ど も 、 こ の手引 き に書いて あ り ま すの は今 申 し上げた よ う な こ と

で 、 脳性麻痺の重症度や除外基準に関す る判断基準 、 診断書の記入要領等について記載 し

てお り ま す。 そ して先ほ ど 申 し上げま したが 、 今月 中 に診断協力医 に配付予定 と してお り
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ます。

続 き ま して 、 (診断協力医) の と こ ろ ですけれ ど も 、 そ こ の下の0で診断協力医 と して 33 6

名 に委嘱手続き を行っ てホームページで公表 してお り ます。 引 き 続き募集を行 う と い う こ

と に してお り ま す。

それか ら次の○で 、 6 月 7 日 ( 日 ) ですが 、 診断協力 医向 け説明会 を開催 してお り ます。

2 2 6 名 の診断協力医 に ご出席 をいただいてお り ます, 約 7 割の ご出席 と い う こ と にな り ま す。

そ して手引 き 等 を使用 して診断について の周知 を図 っ た と こ ろ で ご ざいます。

続き ま して 、 片仮名 の ウ . その他の準備状況にま い り ま し て 、 一つ 目 の診断書料一部補

助の部分で ご ざい ます。 ○ 印 に あ り ます よ う に 、 専用診断書の作成時間であ り ます と か、

そ の負担を総合的に検討いた しま して 、 次 、 5 ペー ジ をお願いいた します。 補償対象外 と

な っ た場合に 、 1 万 円 を診断書料の補助額 と して運営組織か ら補償請求者に支払 う こ と を

審査委員会に報告をいた し ま した。 当 面 こ れで進め ま して 、 今後 、 情報収集を行っ て補助

の方式や額につき必要な見直 しを行 う と い う こ と を考えてお り ます。

そ して最後 の両括弧の と こ ろですが 、 (補償請求者への 申請手続き の周知) ですけれ ど も 、

補償 申請手続き について の説明資料 と して 『補償申請の ご案内』 と い う 冊子 をつ く っ てお

り ます。 それか ら 、 そ の他の補償 申請関係書類 と と も に 、 4 月 に分娩機関 を経由 し て希望

者に配付を 開始 してい る と い う と こ ろで ご ざいますので 、 家族が分娩機関にお っ し ゃ っ て

いただければ、 分娩機関か ら機構 に請求が き ま して 、 私 ど も がお送 り す る と い う こ と で配

布を してい る と こ ろ で ご ざいます。 以上です。

○上 田委員長 はい。 次の 6 ページに審査委員会の委員一覧が ご ざいます。 き ょ う 、 ご出

席の戸苅先生が審査委員会の委員長を されてお り ます。

た だいま 、 前回 、 主な ご意見 と して あ り ま した診断書料の問題です と か、 あ る い はマニ

ュ アル、 今回 は手引 き と な っ ていますが 、 それか ら診断協力 医の状況な どにつ き ま して説

明 が あ り ま した。 診断書作成の手引 き に 関 しま して は 、 鴨下先生が委員長 を さ れています

検討会の ワーキ ン ググループでま と め ら れてい ます。 時間 の 関係でそれぞれ内容の説明 は

省略 されてお り ま す。 た だい ま の審査の準備状況、 特に先週開催 さ れま した審査委員会の

状況な どについて 、 皆様方か ら ご質問 ･ ご意見 をいただき た い と 思います。 いかが で し ょ

う か。 戸苅委員 、 何か補足する よ う な こ と は ご ざいますで し ょ う か。 特に よ ろ しいですか。

○戸苅委員 委員長を仰せつかっ てお り ま す戸苅 と 申 しま す。 委員会に は 、 ワ ーキ ン ググ

ループか ら の メ ンバー も入っ てお り ま して 、 かな り 微に入 り 細に入 り 検討を して最終段階

に き て 、 おお よ そ大筋の と こ ろ ではお認めいただいています。 あ と 小児神経、 リ ハの先生

方に よ る 実際の審査に 、 あ る いは診断に相 当 のエネルギーがい る と い う こ と を勘案 し ま し

て 、 少 しで も それが容易に進む よ う に今検討 してい る と い う と こ ろ であ り ま す。 以上であ

り ます。

○上 田委員長 あ り が と う ご ざいます。 各委員の皆 さ ん 、 い かが で し ょ う か。 よ ろ しいで

し ょ う か。 そ う し ま した ら 次の議題 、 よ ろ しいですか。 ま た最後 に何かあ り ま した ら お願
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い したい と 思います。

次 に 、 第 3 番 目 の原因分析の準備状況につ き ま して 、 まず、 事務局か ら説明 をお願い し

ます。

3 ) 原因分析の準備状況について

○後技監 (事務局 ) では 、 本体資料 7 ページ にまい り ま す。 7 ページか ら 9 ペー ジを用

いま して ご説明いた しま す。 それか ら 10 ページは原因分析委員会の委員の一覧 と なっ てお

り ます。 岡井委員に委員長を していただいてお り ます。

それでは 、 7 ペー ジですが 、 3)原因分析の準備状況について 。 ( 1 ) の前回の運営委員会ま

での主な報告事項でご ざいます。 まず、 5 点 ご ざいます。

一つ 目 ですが 、 分娩機関か ら診療体制等 に 関する情報の提供を依頼す る た め の書式や項

目 を検討する と い う こ と 。

それか ら 二つ 目 が 、 今度 は保護者か ら適切な情報収集をす る た め の仕組みや書式を検討

する と い う こ と 。

それか ら 三つ 目 が 、 N I C U等に搬送 された事例の情報収集を検討す る と い う こ と 。

それか ら 4 番 目 が 、 原因分析報告書作成のた め のマ ニ ュ アルを作成す る と い う こ と 。

そ して 5 番 目 が 、 分娩機関に重大な過失が明 ら かであ る と 思料 さ れ調整委員会に諮 る対

象の範囲について は 、 原因分析委員会で検討する と い う こ と を報告 してお り ま した。

そ して (2)で 、 そ の後の主な準備状況でご ざい ます。

片仮名 の アで原因分析委員会の運営についてですが 、 両括弧で く く っ て あ り ま す (原因

分析委員会) の と こ ろ を ご ら んいただき ま して 、 一つ 目 の 0 ですが 、 4 月 以降 も 月 1 回の

調子で開催 してお り ま して 、 6 月 9 日 に第 5 回 を開催 した と こ ろで ご ざいます。

二つ 目 の○ですが 、 小児科医の委員につ き ま して は 、 5 月 か ら 新た に 1 名 委嘱を さ せて

いただいてお り ま す。 委員一覧が 10 ページに ご ざいますが 、 1 0 ページの一覧の 中 ほ どに東

京女子医科大学の教授を してお ら れます楠 田先生に委員 と して新た に ご就任をいただいた

と こ ろ で ご ざい ます。 そ の少 し上に昭和大学の小児科学の板橋先生がい ら っ しゃい ますの

で 、 こ れで小児科の委員がお二人にな っ た と い う こ と で ご ざいます。

そ して 、 ま た 7 ペー ジに戻っ ていただ き ま して 、 下か ら 二つ 目 の 0 ですが 、 原因分析委

員会の部会についてで ご ざいますが 、 原因分析委員会の部会の委員の う ち弁護士について

は 当面 2 名 の委員 と す る こ と と してお り ます。 ま た 、 小児科医 、 助産師 につい て は 、 各部

会 に所属する委員に加えて 3 名程度の委員 を委嘱す る こ と と してお り ま す。 小児科 、 助産

師はそれぞれ 1 名 ですので 、 ご都合がつかず 0 名 と な る と い う 不測の場合に備えま し て少

し余裕を も っ て委嘱 させていただ く と い う こ と で ご ざいます。

そ して一番下の○ですが 、 こ の委員の委嘱につ き ま して は 関係学会 、 団体に推薦の ご要

請を行っ てお り ま して 、 9 月 ご ろ ま でに部会を立ち上げる こ と と してお り ま す。

続いて 8 ペー ジをお願いいた し ま す。 片仮名 のイ の情報収集についてであ り ます けれ ど
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も 、 (診療体制等に関する情報提供) と い う と こ ろ で 、 そ の下の0 で分娩機関に診療体制等

に 関する情報の提供を依頼する た め の書式を定めま した 。 そ して 6 月 中 にお送 り して周知

を図 る こ と に してお り ま す. こ の情報提供の文書が本 日 の資料 裁こなっ てお り ま す。

本 日 の資料の 2 であ り ま すけれ ど も 、 資料 2 の 1 ページを め く っ ていただ け ま した らペ

ージ数が打っ て あ り ま して 、 こ の 1 ページ 目 か ら 4 ページ 目 が分娩機関の病床数だ と か定

員で あ り ま す と か分娩の数を記載 していただ く 基本的な情報に 関 し て の ご質問 と い う こ と

に な っ て お り ま す。 そ して 4 ページか ら 最終の 6 ページま でが今回の事例について の質問

と い う こ と で 、 かかわ っ た人の職種であ る と か人数、 それか ら原因分析や再発防止の検討

を行っ たか ど う か 、 あ る い は行っ た場合はその 内容 と い う も の をお聞 き する 内容 と な っ て

お り ます。 それが資料 2 で ご ざいます。

続き ま して 、 ま た本体資料に戻っ てい た だき ま して 、 次の原因分析に係 る今度は保護者

か ら の意見書で ご ざい ます. す ぐ下の○ ですが 、 保護者か ら の情報収集について は 、 ま ず

分娩経過等につき分娩機関に確認をす る 。 そ して 、 そ の う え で次に保護者の意見 を求 め る 。

こ う い う 流れの仕組み と してお り ます。 その タ イ ム ス ケジュールや書式を定め てお り ま す。

現在 、 最終の ご意見を伺っ てい る と こ ろ で ご ざいま して 、 7 月 ごろ を 目 途に ま と め る 予定

と してお り ます。

続き ま して 、 本 日 の資料の 3 - 1 で あ り ま すけれ ど も 、 3 - 1 が分娩経過等に関する分

娩機関お よ び保護者か ら の確認について と い う こ と で 、 先 ほ ど 申 し ま し たス ケ ジュ ール感

でご ざいます。

資料 3 … 1 は横型の紙に な っ てお り ま すが 、 丸数字が打っ て あ り ま して 、 ま ず、 分娩機

関 と の間 で ｢事例の概要｣ の確認をする のが②番 と ③番です。 こ の 間 、 1 カ 月 か ら 1 カ 月

半 と い う こ と にな っ てお り ま す。 それが終わ り ま した ら 、 今度は児 ･ 家族 と の 間で確認を

する と い う こ と で 、 こ れが④番か ら⑦番 と い う こ と に な り ま す。 そ して①の と こ ろ で 、 一

応 、 事前に ご案内 も してお き ます。 こ の期間が 2 カ 月 半 ぐ ら いに な り ま す。 全体で 3 カ 月

半か ら 4 カ 月 と い う 期間 を経て 、 そ して⑧番の報告書作成に取 り かかる と い う 流れに な っ

てお り ま す。

続き ま して 、 資料 3 - 2 ですけれ ど も 、 こ の 3 - 2 は 、 ｢事例の概要｣ を事務局が作 り ま

して 、 こ れを分娩機関にお送 り して確認 し ていただ く と き の書式に な り ます。 3 - 2 の最

初のページに下線が 引 いて あ り ま すけれ ど も 、 そ こ に あ り ま す よ う に 、 分娩機関の確認が

終わ っ た ら 、 今度 は保護者に も こ れを送付 して ご意見 をいただき ます と い う こ と を確認 し

てお り ま す。

それか ら 、 そ の下の段落で 、 医学的な観点か ら原因分析 を行 う こ と であ る と か、 事実関

係 の調査 、 保護者 と の調整は行わない こ と であ る と か、 意見が異な る場合は両論併記 と な

る こ と も書き 添えてお り ます。

そ して 2 ページ 目 以降は 、 そ の概要について漏れや ミ ス が あ る か ど う か と 。 あ る い は ご

意見が あ る か ど う か と い う 内容に なっ てお り ます。 こ れが 3 - 2 です。
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続き ま し て 3 - 3 と 3 - 4 ですけれ ど も 、 3 一 割ま 、 ま ず、 保護者に対 して原因分析を

始め ます と い う こ と で 、 事前に ご案内す る紙で 1 枚紙です。 こ の時点では詳 しい ｢事例の

概要｣ を送る も の ではあ り ませんで、 事前の ご案内 と い う 位置づけです。

それか ら 3 - 4 ですけれ ど も 、 3 - 4 が実際に ｢事例の概要｣ をお送 り し て 、 そ の 中 を

確認 していただ く た め の書類です。 3 - 4 の 1 ペー ジ 目 に下線を 引 いてお り ま す よ う に 、

原因分析報告書の 中 に児 ･ 家族か ら の情報 と い う 部分が あ り ま すの で 、 そ う い う 項 目 が あ

り ま すので 、 そ こ に ご意見は記載 されます と い う こ と が書いて あ り ま す。

ま た 、 先 ほ ど 、 分娩機関の と こ ろ で申 しま した記憶が異な る場合だ と かは両論併記 と か、

あ る い は医学的な観点か ら行 う で あ る と か 、 調整を行 う も の では ない と い う こ と も 同 じ よ

う に書き 添え てお り ま す。

こ の資料 3 - 4 の 2 ページ以降が ご確認のた め の書式に なっ てお り ま して 、 妊娠の経過、

あ る いは分娩の経過 、 分娩後の産褥期の経過、 新生児期の経過な ど 、 事実や記憶 と 照 ら し

合わせて確認 していただ く 欄になっ てお り ます。

そ して 、 最終ページでは 、 今回の分娩について疑問や質問 、 説明 して ほ しい こ と が あれ

ば記入 していただ く 欄 も設 けてお り ます。 以上が 3 - 4 で ご ざいます,

そ して 、 こ こ でま た本体資料に戻っ てい ただき ま して 、 続き ま し て 8 ペー ジの 中 ほ ど下

の と こ ろ ですが 、 N I C U等か ら の情報収集で ご ざい ます。 N I C U に搬送 さ れた ケース

の情報収集につ き ま して は 、 4 月 に加入分娩機関に対 し ｢ N I C Uや新生児科等か ら の新

生児期医療の情報収集について (お願い ) ｣ と い う 文書を送付 して周知 を してお り ま す, つ

ま り 、 分娩機関 に対 して搬送 さ れた先での情報収集をお願い した と い う こ と で ご ざいます。

こ れが本 日 の資料 4 に なっ てお り ま す。

資料 4 の 下の ほ う に下線が 引い て あ り ま すよ う に 、 搬送先の医療機関の協力 を得ていた

だ き ま し て 、 そ こ で作成 され る診療経過のサマ リ ーであ る と か、 それを添付 していただ く

であ る と か 、 あ る い は診療録にそ の 内容を記載 していただ く で あ る と か、 そ う い う 対応を

お願い してお り ます。

ま た 、 運営組織 と して は搬送先で も十分ご協力がいただけ る よ う 関係学会に対 して継続

的に働き かけ を行 う こ と と してお り ます,

そ して次 、 本体資料に戻っ ていただき ま して 8 ペー ジの片仮名 の ウ の原因分析報告書で

あ り ますけれ ど も 、 (仮想事例の原因分析報告書) と あ り ま して 、 そ の下の0 ですが 、 第 4

回の原因分析委員会か ら仮想事例を使用 して 、 こ れは実際の事例では あ り ませんが 、 事務

局でつ く っ た架空の事例です。 こ れを使用 して模擬部会を 開催 して原因分析報告書の検討

を行っ てお り ます。 練習 中 と い う と こ ろです。

そ して 9 ページにま い り ます。 (原因分析報告書案作成マニ ュ アル) の と こ ろ ですが 、 仮

想事例の模擬部会にお け る シ ミ ュ レーシ ョ ン等 を踏ま え 、 7 月 ごろ を 目 途に ま と め る 予定

と してお り ます。

そ して最後 、 片仮名 のエですけれ ど も 、 (重大な過失が明 ら かで あ る と 思料 さ れる ケース )
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で ご ざいます。 こ れは一番下に 四角 で囲んで あ り ま す よ う しこ 、 準備委員会の報告書の 内容

を踏ま えて考え方を ま と め た も ので ご ざいます。

○印 に あ り ます よ う “ こ 、 分娩機関 に重大な過失が 明 ら かであ る と思料 され る ケース と は 、

故意に近い悪質な診療行為 (助産行為含む ) が該当す る も の と 考え ら れ る と い う こ と と な

り ま した。

最後の○ですが 、 具体的 には 、 今後 、 原因分析委員会において 、 実際の事例について原

因分析を行いな が ら 、 整理を してい く も の と する 。 なお 、 診療行為 (助産行為 を含む) に

は 、 不作為の行為を含み、 診療録等の記載、 データ の保管等は含ま ない も の と す る と い う

こ と を原因分析委員会でご審議いただき ま した。

1 0 ページは 、 原因分析委員会の委員の一覧 と な っ てお り ます。 以上です。

○上 田委員長 はい。 ただい ま原因分析に関する準備状況の説明 が あ り ま し た。 本文の 7

ペー ジに あ り ま す よ う に 、 原因分析委員会は これま で 5 回開催 さ れてお り ま す。 そ の状況

と 、 それか ら 8 ページに あ り ま す、 情報収集 、 こ れは極めて大事な こ と ですが 、 資料 2 に

あ り ま す よ う み こ 、 診療体制等に 関する情報について整理を し ています。 それか ら保護者か

ら意見 を 聞 く に あたっ て 、 資料 3 - 1 の と お り 、 児 ･ 家族 と 分娩機関にそれぞれこ の よ う

なや り と り を しなが ら 最終的に児 ･ 家族の意見を 聞 く と い う 流れで進めていき ます。

それで 、 ｢事例の概要｣ についてですが 、 以前、 マニ ュ アルで示 してお り ま すが 、 妊産婦

に関する基本情報、 今回の妊娠経過、 分娩の た め の入院時の状況、 分娩経過、 産褥の経過、

新生児期の経過等 、 それぞれについて資料 3 - 1 に あ り ま す よ う に 、 ま ず、 分娩機関か ら

の診療録等を基に整理を し 、 確認を し 、 確認 さ れた ｢事例の概要｣ を 、 児 ･ 家族へ届 けて 、

それぞれについて家族に思い出 していただ く こ と と しています。 さ ら に質問 が あればご意

見をいただ く と い う 、 こ の よ う な流れに な っ てお り ま す。 こ の よ う な情報収集 と 、 それか

ら 原因分析報告書、 そ の他で重大な過失が明 ら かで あ る と 思料 さ れる ケース につい て 、 こ

の こ と について も原因分析委員会で審議 さ れま した の で 、 そ の状況が資料 と して 9 ページ

に ご ざいます。

資料が多 く 、 短時間 にい ろい ろ ご審議いただ く の は大変ですが 、 ただいま の事務局の説

明 につ き ま して 、 ご意見 ･ ご質問 な どをお願い したい と 思います。 いかが で し ょ う か。 は

い。 勝村委員。

○勝村委員 まず、 原因分析委員会の皆 さ んがす ご く 丁寧に ま と めていただいた こ と に敬

意を表 します。 かな り よ い方向で進めていただいてい る な と い う こ と を感 じま した。 それ

で質問ですが 、 資料 3 - 1 と か、 そ の 2 枚 目 と かに 、 報告書案 と い う の が最後に書かれて

いますよ ね。 報告書案 と い う と 、 こ れは原因分析をす る に は 、 入 り 口 の報告書 と 出 口 の報

告書が あ る わ けで 、 つ ま り 、 事例の概要 と い う 報告書が ま と ま っ て初め て原因分析が始ま

り 、 原因分析を した後 に原因分析委員会 と して の報告書が 出 る と い う 理解で よ いですか。

そ う じ ゃ ないんですか.

○上 田委員長 はい.
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○後技監 (事務局) 資料 3 - 1 で ｢報告書案｣ と い う 言葉が⑧の と こ ろ に ご ざいますが 、

こ れはそれま で に作成 さ れた事例の概要 を受 けて今か ら報告書案 を作成する と い う こ と に

な り ます。 ですか ら 、 事例の概要だ けが ｢報告書案｣ と い う 呼び名 の文書に な る わ けでは

あ り ま せん。 報告書案は 、 事務局 あ る い は部会の先生方の 中 の産科医の先生 と と も につ く

っ てい く 形にな り ま して 、 事例の概要 も含めた全体が 出来上が り の報告書案にな り ま す.

そ してそれを部会で審議 していただいて 、 そ の後 、 原因分析本委員会に上が っ てい く と い

う こ と に な り ます。 よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 と い う こ 割ま 、 事例の概要 と い う も の は 、 正式名称は ｢事例の概要｣ な んで

すか。 こ れは資料 3 - 1 だ っ た ら 、 どれが ｢事例の概要｣ と い う こ と なんで し ょ う か。 ｢事

例の概要｣ と 書いて あ る と こ ろ がそ う な の ですか。 と す る と ｢報告書案｣ と い う の は 、 要

する に 、 原因分析の個 々 の組織が原因分析の本委員会に上げ る と い う も のであ る ｢原因分

析報告書｣ なんですね。 原因分析結果なんですね。

○後技監 (事務局) そ う ですね。 はい。 そ して全体の報告書の 冒頭の部分が ｢事例の概

要｣ と い う 見出 し のページが何ページかあ り ま して 、 そ こ の部分の こ と を こ こ で ｢事例の

概要｣ と その ま ま 呼んでお り ま す。

○上 田委員長 勝村 さ ん 、 そ の報告書を作成す る に あたっ て のマ ニ ュ アルを以前提出 して

い ますので 、 それを コ ピー しま す, それを見ていただき ます。

○勝村委員 つま り 、 も う 少 し こ こ の こ と で話を さ せていただ く な ら 、 ｢事例の概要｣ を ま

と め る に あた っ て のチ ャ ー ト を書い た ほ う がいい と 思 う んです。 つま り 、 原因分析が始ま

っ た ら 原因分析の各委員会がやっ て 、 やっ た結果を上に上げる と い う の はわかっ てい る わ

け で、 原因分析を始め る に あた っ て 、 いかに家族の意見 と か も踏ま えなが ら 『事例の概要｣

と い う の を ま と め てい く のか と い う チ ャ ー ト かな と 思っ て見て しま っ ていま したか ら 。

と こ ろ が 、 一番右端の⑧番 と い う の は 、 原因分析が終わ っ た あ と の報告書 と い う 意味な

んですか。

○後技監 (事務局 ) ⑧の と こ ろ は 、 ま さ に ｢原因分析報告書案｣ をつ く る ス タ ー ト の と

こ ろ と い う 意味。 終わっ た と こ ろ ではな く て 、 ス タ ー ト の と こ ろ と い う 意味に な り ます。

○勝村委員 つ く り 始め ます と い う こ と ですか。 原因分析を始めます と い う こ と ですか。

○後技監 (事務局) そ う ですね。 始め ます と い う こ と ですね。 それま でにそ の概要が 固

ま っ ていません と 分析結果がぶれますので。

○勝村委員 いや 、 そ う なんですけれ ど も 、 そ の こ と が わか り に く いん じゃ ないか と 僕は

思っ てい る んです。 つま り 、 こ のチ ャ ー ト の 中 にい ろい ろ な委員会の会議が ど こ に入っ て 、

ど こ で どんな会議が 開 かれ る と い う の も 書かれてい ないです よ ね, だか ら 、 わか り “ こ く い

の ですが 、 あ く ま で も 、 つま り 、 ｢事例の概要｣ を ま と め てい く ま でのチャー ト なんですね。

○後技監 (事務局) と い う こ と です。

○勝村委員 一番右端は 、 それでは ｢事例の概要｣ が確定、 と い う ふ う に書いた ほ う がい

いん じ ゃ ないですか。 ⑧はそ う い う 意味なんですね。
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○後技監 (事務局) そ う い う 意味です。 はい。

○勝村委員 と い う こ と は 、 ｢事例の概要｣ が何か報告書 と い う ふ う る こ読め て しま う と い う

か見えて しま う の ではないか と思っ たんですが 、 あ く ま で も ｢事例の概要｣ なんですね。

そ の 2 枚 目 に あ る やつ も 、 ｢報告書案｣ の作成を始めます よ と 書いてい る けれ ど も 、 そ う

す る と 、 そ の ｢報告書案｣ と い う の は こ のページには書いていない 、 新たな も の を ス タ ー

ト し ま す よ と い う こ と であ っ て 、 こ こ で こ のページでま と ま っ た も の に関 して は ｢報告書

案｣ と は呼ばないわ けです よ ね。

○後技監 (事務局) そ う ですね。 そ こ は ｢事例の概要｣ です。

○勝村委員 そ う ですね。 だか ら 、 こ のページで これだけやっ て矢印が来た ら 、 そ こ でや

っ ぱ り ｢事例の概要｣ と い う も の が ま と ま る と い う ふ う な右端に しておいた ほ う がいいん

じゃ ないかな と 思っ た の で。 と にか く 、 そ う い う 僕の理解でいい のかな と い う 確認 と 、 も

しそ う な ら ば、 そ う い う ふ う に表現すべき ではないかな と い う 意見です,

○上 田委員長 そ う ですね。

○後技監 (事務局) お っ し ゃ る と お り 、 ご確認について は 、 そ の と お り で ご ざいます。

○上 田委員長 はい。 ど う ぞ。

○勝村委員 続いて資料 3 - 3 な んですけれ ど も 、 3 - 4 も 一緒な んですけれ ど も 、 原因

分析委員会 と して ｢事例の概要｣ を ま と め る た め の情報収集する た め の文書だ と い う こ と

ではあ る んですけれ ど も 、 3 - 3 で した ら 10 行 目 ぐ ら いですけれ ど も 、 ｢ こ れは補償対象

の認定 と は関係あ り ません。 ま た 、 補償金の支払い に 関係する も のではあ り ません。 なお 、

ご意見の提出は任意 と してお り ま す｣ と い う こ 割まそれでいいんですけれ ど も 、 それだけ

だ と 何かやっ ぱ り 出す意味 と い う の が も う ひ と つわか ら な く 感 じ る と い う か 、 出 して も 出

さ な く て も いい し 、 何の影響 も あ り ません と い う こ と に な っ て し ま う の で。 だ け ど 、 原因

分析 をす る に あた っ て 、 正確な事実経過は も ち ろん必要だ し 、 原因分析 も ど う で も いいわ

と 思われて しま う よ う な こ と が ない よ う に 、 今後そ の原因分析を ま と めた後 に は 、 そ の後

に再発防止な り 調整委員会な り と い う も の も あ っ て 、 そ う い う こ と ま で広が る 可能性を伝

え る と い う こ と が あっ た ほ う が書 く 側 も 書き がいが あ る ん じゃ ないか と 思います。

ま た 、 3 - 4 の ほ う だっ た ら 下か ら 10 行 目 ぐ ら いですけれ ど も 、 ｢原因分析委員会にお

いて は 、 医学的な観点か ら原因分析を行いますので 、 分娩機関 と 保護者の調整 を行 う も の

で は あ り ま せん ｣ と 書いてい ますけれ ど も 、 原因分析ではそ う だ けれ ど も 、 調整委員会 と

い う の も別途、 ま だ ど う い う ふ う に な る の か よ く 知 り ません けれ ど も 、 つ く ら れる わ けで

すか ら 、 そ も そ も 、 原因分析で行っ た も の を受 けて別の委員会では再発防止に取 り 組むか

も しれないわけ な ので 、 そ う い う 誠意 と い う か、 そ う い う 気持ち が あ る と い う こ と も伝え

ておいた ほ う が 、 こ う い う 制度に対する信頼も 高ま る だろ う と思います。 だか らやっ ぱ り

書いて も書かな く て も いい よ と い う 感 じで言っ て しま っ て 、 ほ と ん どの人が書かなかっ た

と い う よ り は 、 何か少 しで も 、 いい 内容で も悪い内容で も い ろい ろ な意見 を書いて も ら う

な ら 書いて も ら っ た ら いい の で 、 こ っ ち と して は情報を集 め たいんだ と い う 趣 旨 で あ る と
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する と 、 こ う い う 言葉だ け で終わ らずに 、 何か も っ と う ま い表現がない のかな と ち ょ っ と

思いま した。

○後技監 (事務局) こ の資料 3 - 3 と 3 - 4 は 、 原因分析委員会で ご議論いただいてお

り ますので 、 ま た別途運営委員会か ら の ご意見 と い う こ と でお伝え し よ う と は思っ てお り

ますが 、 原因分析委員会の 中 での ご議論は 、 ど ち ら か と い う と こ う い う情報 を保護者が 出

しやす く す る と い う 方向 での議論が行われてお り ま す。 そ の た め に 、 資料 3 - 3 に あ り ま

す よ う な 、 事前の ご案内 を 1 回送っ て 、 し ば ら く 時間がた っ た う えで 、 保護者の準備がで

き た こ ろ 、 資料 3 - 4 の今度 は記入のお願いが届 く と い う よ う な丁寧なや り 方 と い う こ と

に なっ てお り ま す。

それか ら 、 会議体 と して は 、 調整委員会であ り ます と か異議審査委員会であ り ます と か、

保護者に 関係する も の はほかに も ご ざい ますが 、 そ う い っ た情報 をお伝えす る場は 、 ま た

別の冊子 をつ く っ た り と か 、 そ う い う 情報提供の機会は設けてお り ますので 、 今回 の こ の

紙の 中 に は入っ てお り ませんが 、 その情報は き ち っ と 伝わ る よ う に は したい と 思います し 、

その よ う に な っ てお り ます。 以上です。

○勝村委員 そ の資料 3 - 3 、 3 - 4 をつ く っ ていただいた こ と は と て も よ い と思い ます

し 、 そ う い う ふ う に して も ら う の はいい と 思 う んですけれ ど も 、 長い文章に変 え て ほ しい

と 言っ てい る のではな く て 、 ち ょ っ と こ の 2 行 、 3 行の文の表現を幾つか変 え て も ら う こ

と はでき ないのか と い う お願いです。 大 き く 変 えて ほ しい と い う の では な く て 。 ただ 、 や

っ ぱ り こ の と き が保護者か らすれば最初の ス タ ー ト 、 あ る種ス タ ー ト なので、 そ の と き に 、

やは り も う 書いて も書かな く て も 一緒なんだ と思われて し ま う よ り は 、 やは り そ の制度に

対 して何 ら かの貢献ができ る の な ら ば、 ち ょ っ と で も 書 こ う かな と 、 ど う し よ う かな と 思

っ てい る と き に 、 邪魔 く さ いか ら 書かないん じゃ な く て 、 で き る だ け書 く よ う に し よ う か

な と 思っ て も ら え た ら いい わ け な の で 、 何かで き る だ け 、 も ち ろ ん無理を強い る こ と も で

き ないの で 、 任意 と かい う 言葉は残 して も ら っ た ら いいんですけれ ど も 、 プ ラ ス アルフ ァ

でち ょ っ と そ う い う 表現が ない も のかな と 、 ち ょ っ と お願い したい と 思います。

○上 田委員長 こ の資料 3 - 3 と 資料 3 - 4 は 、 9 日 に開かれた第 5 回の原因分析委員会

で事務局か ら提案 した も の です。 それ ら は こ れま での審議を踏ま えて ま と め てい ますが 、

時間が な く て最終的 に ま だ決ま っ た も の で は ご ざい ません。 次回の原因分析委員会で審議

さ れますので 、 た だいま の勝村委員の ご意見 、 運営委員会で こ の よ う な ご意見が あ っ た こ

と を 、 原因分析委員会の審議の際に検討 させていただ く こ と で よ ろ しいで し ょ う か。

○小林委員 資料 3 - 1 の 2 枚 目 の真ん 中 のボ ッ ク ス の 中 に 、 ④番の分娩機関 と して も 、

児 ･ 家族側の④番 と し て も 、 意見が異な る事項に関 して は両論併記 と する と い う 説明 が あ

り ま して 、 こ れは整理 と して非常に 、 事務局の整理 と していい も の です し 、 迅速な審査や、

報告書作成につなが る と 思います,

それで これに関連 して L点ですが 、 資料 3 - 3 と 3 - 4 に 、 家族向 け の文章で 、 例え ば

そ の確認の た め に書かれた事項が 、 万が一裁判 に な っ た場合に どの よ う に扱われ る か と い
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う こ と も 書いておいた ほ う が親切かな と い う 気が します。 家族側はやは り 早 く 審査 を して

ほ しい と い う プ レ ッ シャ ーがかかっ ていますので 、 ま と め る 方向 に返信 を書 く 可能性 も あ

り ま すの で。 法律の専門的な こ と が わか ら ない の で 、 こ こ でいっ た ん書いた こ と が万が一

裁判に な っ た と き に ど う 扱われる か と い う こ と が 、 も し文章 と して書け る よ う であれば と

思っ たんですが 、 いかがで し ょ う か。

○宮澤委員 恐 ら く 、 医療機関側 も書いて患者 さ んの側 も書いて と い う こ と で 、 両方 と も

書いたそ の時点で 、 書いた と い う 事実は も う 残っ て しま います し 、 そ の書いた と い う 事実

が訴訟に 出 て く る 可能性も あ る か と 思い ますけれ ど も 、 書いたか ら と いっ て それがすべて

事実 と して認定 される わ け で も ない ので 、 影響はあ る と い う こ と はそ の と お り なんですけ

れ ど も 、 ど こ ま で影響が あ る か も わか り ま せん し 、 出すか出 さ ないか、 ま たそ う な る か も

わか ら ない と い う 状況で、 それを表面に 出 して しま う と い う の が難 しい と い う の と 、 逆に

ま た 、 原因分析においては あ る が ま ま の事実を全部出 してい ただいてやっ てい く と い う こ

と が重要な の で 、 それを訴訟に影響があ り ま す よ と い う よ う な こ と を書いて し ま う こ と に

よ っ て 、 かえっ てバイ ア ス が かかっ た り す る危険性 も あ る の で 、 あ えて触れない ほ う が い

いの ではないか と 思 う んですが 。

○鈴木委員 私も 同意見ですね。 結論的に は同意見です。 ｢事例の概要｣ を裁判所が確定す

る と き は 、 基本的には診療記録を基本に し なが ら 、 当 事者の診療記録に書いて あ る こ と 、

あ る い は書いてい ない こ と について の評価を伺 っ た う えで確定を してい く と い う 、 証拠に

基づ く 裁判 と い う の はそ う い う も の だ ろ う と 思 う んですね。 ですか ら 、 こ の事例の概要が

100%正確であ る と い う こ と を前提に してい る わ けではない と思います し、 裁判所 も独 自 に

事実認定をする と い う こ と に な る の で 、 そ の事実の事例が判決に よ る 認定 と ずれる と い う

こ と はあ り 得る こ と ですか ら 、 いい と 思 う んですが 。

ただ 、 原貝 -｣ 的 に は 、 医療機関か ら お出 しいただいた経過に基づいて一義的に ま と め 、 そ

れを さ ら にそ の家族の意見で修正を して い く と い う プ ロ セ ス ですか ら 、 そ の と き のや り と

り が ど う だっ た のか と い う こ と は問題に な ら ない と は言い切れません けれ ど も 、 余 り そ こ

は気 に し ない ほ う がかえ っ ていい のではな いかな と 。 最終的 に は裁判にな る と ど う な り ま

す よ と 書 く こ と に よ る 、 宮澤先生が言っ た よ う に逆のバイ ア ス の ほ う がむ し ろ懸念 さ れる

と 思いますので、 そ こ は触れないほ う がむ し ろ よ ろ しいの ではないか と い う 気が します。

○上 田委員長 そ の ほかいかがで し ょ う か。 はい。 大井委員。

○大井委員 こ の資料 3 - 1 の確認なんですが 、 も と も と こ の ｢報告書案｣ と い う の は原

因分析委員会で作成 さ れる の で し ょ う けれ ど も 、 最終的 に は 、 こ の原因分析を行っ た り 何

か してい く の は 、 いかに こ う い う 事例を財産 と して再発防止に役立て る かに あ る と思 う ん

ですね。 再発防止委員会は 、 こ の報告書を基に して再発防止の方策を検討 し て い く 、 あ る

い はそ の資料に してい く だろ う と思 う んですが 、 そ う す る と 、 上の ほ う の ｢報告書案 ｣ の

作成の二つは よ ろ しいんですが 、 一番最後の こ の児 と か家族の ほ う か ら の意見書が加わっ

て き た も の に対 して 、 児 ･ 家族 ら の情報の修正が あ る場合に は運営組織は確認を行 う と い
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う こ と に な っ ていますが 、 そ こ に書かれた事柄が 、 分娩機関の ほ う か ら は思い が け な い こ

と で あ っ た り 、 あ る い は付記す る 事柄が あ っ た り して 、 それが重要な資料にな る こ と が あ

る だろ う と 思 う んですね。 それは も う 一遍 こ こ で、 分娩機関 に戻 る と い う 道はないんで し

ょ う か。

○後技藍 (事務局 ) ただい ま いただき ま した ご意見は 、 資料 3 - 1 の 2 枚 目 の紙の特に

下側の 四角 の 中 の話に な り ま す。 最初に分娩機関 と の 間 に概要の確認を行っ て 、 次が児 ･

家族か ら と い う こ と に な り ま す。 そ の児 ･ 家族か ら 非常に重要な ご意見が 出 た と き は 、 も

う 1 回分娩機関に確認 して は ど う か と い う よ う なお話であ り ま したが 、 原因分析委員会で

の ご議論の 中では 、 児 ･ 家族か ら の情報 と い う の は 、 そ の分娩機関か ら の ご確認内容を修

正する よ う な も の ではないので、 ま た 、 調整で き る よ う な こ と で も ないので 、 別途児 ･ 家

族か ら の情報 と い う と こ ろ に書 く と い う こ と に と ど め ま して 、 それで報告書の作成に入ろ

う と い う こ と です。 も う こ の時点ま でで既に 3 ~ 4 カ 月 かか り ますので 、 そ の よ う な時間

的な こ と も あ っ て 、 今の よ う な形に な っ てお り ます。 今 、 大井委員か ら ご指摘いただき ま

した よ う な 、 そ こ で分娩機関が さ ら に認識を変 え る よ う な 、 そ う い う こ と ま で は想定 した

議論はな さ れていない と い う よ う な状況で ご ざいます。

○大井委員 そ の訂正 と い う 意味ではな く て 、 付記する意見 と い う の が分娩機関の ほ う で

は あ る場合が あ り ますね。 それは重要な再発防止の あ る サ ジェ ス チ ョ ン を与え る こ と に な

る 可能性は あ り 得る と 思っ た んですね。 そ う い う 道 は一切書かない の で し ょ う か。 こ れは

書かない と い う こ と に決め て あれば、 それはま たそれで よ ろ しい と 思います。

○上 田委員長 今 、 後か ら説明 が あ り ま した よ う に 、 原因分析委員会で も ご意見が ご ざい

ま した。 も う 一度 、 分娩機関か ら も 聞 く 必要が あ る の ではないか と 。 そ う し ま す と 、 ま た

食い違いが あれば、 さ ら にお互い に確認 してい く こ と が求 め ら れますので、 家族の意見は

家族の意見 と して き ち ん と 記載する こ と で整理 しま した 。 それぞれの事実経過に基づいて

医学的評価 を行います。 そ の結果 と して最終報告書が ま と め ら れて家族 と 分娩機関に フ ィ

ー ドバ ッ ク さ れます。 そ こ で両者の話 し合いがその報告書を基に行われる と思います。 今 、

大井先生が お っ し ゃ ら れた よ う な こ と が あ る と すれば、 そ の と き 協議 さ れる の ではないか

と 思います。

○勝村委員 原因分析の委員会が報告書をま と め る んで し ょ う 。

○上田委員長 原因分析委員会が報告書をま と めます。

○勝村委員 ま と め る んですね。 それが 、 そ う い う も の が再発防止委員会 と い う の が でき

ればそ っ ち のデータ の一つにな っ てい く わ けです よ ね。 原因分析委員会の報告書を ま と め

る過程ではな く て 、 今 、 お っ しゃ っ てい る の は再発防止に生かせないか と い う こ と なんだ

か ら 、 原因分析委員会が終わ っ た後に 、 そ の原因分析の報告書には ｢事例の概要｣ も 、 異

な る 場合で も 両論併記 さ れて載る わ けで し ょ う 。 原因分析委員会の報告書には 、 ｢事例の概

要｣ も 、 意見が異な る場合で も 両論併記で載る わ けで し ょ う 。 そ の原因分析委員会の報告

書は出来上が っ た時点で医療機関 に は行かないんですか。
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○上 田委員長 行き ますよ 。

○勝村委員 そ う した ら 、 それでわかる ん じ ゃ ないですか。

○上田委員長 そ う です。 わか り ます。

○勝村委員 そ う でず よ ね。 ま た違 う んですか。

○大井委員 も ち ろんわか り ますけれ ど も 、 それが ま た。

○勝村委員 そ こ か ら 再発防止委員会が始ま る んです よ ね。 再発防止委員会 と い う の はそ

こ か ら 始ま る んで し ょ う 。 再発防止委員会が始ま る前に病院には行 く んです よね。 医療機

関に .

○上田委員長 はい。 原因分析報告書は分娩機関 と 家族にそれぞれ行き ます。

○勝村委員 それが再発防止委員会のス タ ー ト みたいな感 じなんですよね。

○上田委員長 それは後ほ ど します。

○後技監 (事務局) そ う い う 事例が積み重な っ て 、 そ して ま と め てやる と い う こ と に な

り ま す。

○勝村委員 1 件 1 件やる わ け じゃ ないけれ ど も 。

○鈴木委員 今 、 ち ょ っ と 勝村 さ ん 、 誤解 してい る の か も しれないんですけれ ど も 、 当該

事案の再発防止は原因分析委員会で出すんですね。 それで 、 再発防止委員会 と い う の はマ

ス分析な ので。

○勝村委員 あ あ 、 そ う なんですね。

○鈴木委員 1 件 1 件再発防止委員会につなが っ てい く わ け ではな く て 、 マ ス と してつな

が っ てい く ので、 今 あ と か ら 配 ら れた こ れのですね。

○勝村委員 それが 出 ち ゃ っ て 、 そ の事例に関 して は終わっ ち ゃ う と い う こ と か。

○鈴木委員 原因分析委員会が 、 今後の産科医療向上のた め に検討すべき事項 と い う 形で 、

そ の事案に関する再発防止提言は 、 こ こ で 1 件 1 件完結する と い う こ と なんです。

○勝村委員 そ う ですね。 そ う い えばそ う い う 模擬議論を今 さ れていますよ ね。

○大井委員 だか ら こ そ私は言っ たんです。

○上田委員長 そ う ですね。 はい。

○勝村委員 だけ ど 、 両論併記 ぐ ら いでやっ ち ゃ お う と い う こ と なんで し ょ う 。

○上 田委員長 原因分析委員会ではそ う い う 形での議論に な り ます。

○勝村委員 そ う で し ょ う 。 つ ま り 、 それだっ た ら 、 僕 、 ち ょ っ と 以前に も 言っ たんです

けれ ど も 、 両論併記 と い う の は僕はそ の ま ま で終わ っ ていい のかな と思っ て はい る んです

けれ ど も 。

○池 ノ 上委員 資料 3 - 1 の こ の一連の作業は 、 事務局で行われる作業なんですか。

○上 田委員長 そ う です。

○池 ノ 上委員 そ う ですね。 ですか ら 、 医療機関 と 家族 と の 間 、 事務局 と の間でい ろい ろ

情報を集め る と 。 それが 出 そ ろ っ た と こ ろ で 、 今度は原因分析委員会で一つ一つの こ と を

それぞれに 医学的な知識、 見地か ら それを確認す る と 。 そ し てそ こ で報告書がで き て 、 出

16



口 と して の も う 一遍報告書が医療機関 と 、 それか ら ご家族の と こ ろ に行っ て 、 そ の段階で

の最終的な整合性 と いい ますか 、 医療機関 と して はそ う い う こ と は我々 と して は考えて も

いなかっ た と かい う こ と は 、 そ の段階で明 ら かに な る と い う こ と で よ ろ しいですか,

○大井委員 ですか ら 、 こ の⑦の と こ ろ の確認書 と い う の に なぜ分娩機関が入っ ていない

んですか と い う 、 逆に言 う と 、 そ う い う 意味なんですね。

○池 ノ 上委員 こ の ご家族 、 私の記憶が正 し ければ、 ご家族の方は 、 な かなかそ の経過、

ご 自 身の分娩経過で も 、 も う 忘れてお られ る こ と がた く さ んあ る と 。 ですか ら 、 それを も

う 一遍思い返 していただ こ う と い う の が そ も そ も の ス タ ー ト な んですね。 ですか ら 、 医療

機関側は 、 あ る 程度カルテそ の他で記録が残っ てい る けれ ど も 、 ご家族の ほ う は余 り そ う

い う のが ない と い う の で 、 そ ち ら か ら の情報を少 した く さ んいた だ こ う と い う と こ ろ か ら

始ま っ て い る んだ と 思います。 ですか ら 、 最終的に は ど こ かでやっ ぱ り 医療機関側 と ご家

族の側 と の整合性 と い う の は 、 先生お っ し ゃ る よ う に 、 早ければ早い ほ う がいい と 思 う ん

ですけれ ど も 、 事務局の作業 と してはなかなかそれが と い う こ と じ ゃ ないか と思いますが。

○大井委員 それはわか り ま すけれ ど も 、 事務局が確認す る の だっ た ら 、 家族に確認を行

う の と 同時に 、 分娩機関 に も確認 しておいた っ ていいん じ ゃ ないかな と思っ た んです。 そ

う すれば、 よ り 正確な報告書が作成 され る ん じ ゃ ないですか と思っ ただけの話です。 その

前に確認を してい る んです よ 。

○後技藍 (事務局) ③番の と こ ろ ですね。

○大井委員 で も 、 それ以外の事柄が出て き た場合です よ ね。 そ う い う ふ う に 、 こ こ では

⑦番の と こ ろ の確認は 、 確認書 と い う の は家族だけ に限定 して あ る ので。

○後技監 (事務局) ⑦番の確認は 、 ご家族の ご意見 をい ただいて 、 それを事務局が ま と

め た も の を ご家族に確認 していただ く と い う ス テ ッ プに な り ま す。 そ こ で、 それを分娩機

関が変え られる よ う な も のではないス テ ッ プ と い う こ と です。

○池 ノ 上委員 だか ら 、 こ う い う の が出 て き ま した と い う こ と を 、 分娩機関に も う 一遍 、

家族か ら は こ う い う こ と が 出 て き ま した よ と い う こ と を こ こ で-作業入れた ら ど う ですか

と い う こ と ですね。

○大井委員 そ う い う こ と です。

○池 ノ 上委員 それな ら 原因分析委員会で も う 一遍 、 今の大井先生の ご意見 をディ ス カ ッ

シ ョ ン した ら 。

○大井委員 よ り 正確に な る ん じゃ ないですか。 私はプラ ス思考で考えてい っ て 、 よ り い

ろい ろ な こ と がわかっ て く る ん じゃ ないですか と 言っ ただ けです。

○勝村委員 ち ょ っ と 僕 、 今 、 鈴木先生のおっ し ゃ る と お り で 、 僕 、 ち ょ っ と こ こ で も う

一つ意見を言わせて も ら お う と 思っ ていた ので、 ち ょ っ と 関連 して なんですけれ ど も 、 僕 、

以前か ら も ずっ と 言っ てい る よ う に 、 こ れは紛争を減 ら してい こ う と い う 趣 旨で始ま っ て

い る 制度 な んですけれ ど も 、 僕の認識では 、 紛争 と い う の は全部原因分析が難 しかっ た ら

起 こ っ てい る ん じゃ な く て 、 事実経過が合わないか ら紛争にな っ てい る 。 事実経過の主張
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が食い違 う と こ ろ が あ る か ら 紛争に な る 。 結局 、 裁判所 も 、 医療裁判で何を認定 して き た

か と い っ た ら 、 原因 を認定 し て き た の では な く て 、 ど っ ち の主張する事実経過を本当 の事

実経過 と認め る か と い う こ と に苦心 して き た と い う こ と で 、 非常に難 しい話だけれ ど も 、

水かけ論の よ 捌こ な っ てい る も の を 、 第三者か ら 見た ら ど っ ち が う そ をついてい る かなか

なかわか ら ない も の を判断 して き た と い う こ と に な っ ていて 、 そ の役割 を こ こ がす る こ と

も 非常に難 しい と 思い ますけれ ど も 、 現実はそ う だっ た と い う こ と を考え る と 、 僕は 9 割

方ほ と ん どが 、 こ こ の事実経過はすんな り 一致 して速やかに原因分析に回っ ていっ た ら い

い と思い ますけれ ど も 、 やっ ぱ り 両論併記 しな き や い け ない ぐ ら い事実経過が大 き く 違 う

場合 、 裁判では よ く あ り ま すけれ ど も 、 一審 と 二審が完全に勝訴 ･ 敗訴が逆転 してい る事

例なんてい う の は 、 片一方が主張する 事実経過だ と 、 全 く 過失はない と 。 た だ 、 も しそ っ

ち に う そや隠 し事が あ っ て 、 も う 片一方の ほ う が主張 してい る事実経過の通 り だっ た ら 、

かな り と んで も ない過失が あ る と か 、 それで逆転 してい る と か 、 そ う い う や り と り に な っ

て しま う ので 、 事実経過が本当 の意味で一致 しない と 、 やっ ぱ り こ の制度が あ っ て も裁判

は起 こ る か も しれない。 そ う い う 裁判 を減 ら したい と か本当 に再発防止 を し よ う と思 う と 、

事実経過 と い う の をやっ ぱ り 一致 させ る こ と は非常に大事な ので 、 最後ま で両論併記で行

く しかなかっ た事例 と い う も の に対 して 、 原因分析委員会だけで どれだけ苦労 される と い

う こ と に無理を強い る つ も り はないですけれ ど も 、 やは り で き る だ けそ う な ら ない よ う に

していかな ければい け ない と 思 う と 、 僕は 、 も う ち ょ っ と 、 前に も 言っ た け ど 、 ｢等 ｣ と い

う やつです よ ね。 そ の最初の位置づけ 。 つ ま り 、 何で も かんで も こ の保険で全部払い っ ぱ

な し に しません よ と い う 意味が 、 やっ ぱ り 必要だ と 思 う んです よ ね。 僕は。

だか ら 、 こ の制度に 関 して は 、 被害者 と い う か、 脳性麻痺にな っ て しま っ た患者側の ほ

う は必ず 、 ど こ か ら かは別 に して も お金は支払われますか ら 、 嘘やむち ゃ な こ と を言 う 必

要は余 り ないわ けです よ ね 、 動機 と して はね。 と こ ろ が 、 やは り 例 え ば池 ノ 上先生 と か木

下先生 と かが見て 、 ｢何だ、 こ れは ｣ と い う よ う な 、 ｢ こ んな こ と を してい る 医者がい る の

か｣ と い う 事例が 1 件 2 件出 て く る 可能性は あ る わ け です よ ね。 そ う い う と き に 、 それで

も こ の保険で払います と か、 こ れだ け は揃えて く だ さ い よ と い う 、 分娩経過表 も分娩記録

も何もすべて な く し ま した な んて平気で言っ て く る こ と はな し で あ っ て ほ しい けれ ど も 、

1 つ と か 2 つ と か出て く る 可能性は あ る わ けですよ ね。 そ う い う 場合に対 して 、 も う ち ょ

っ と 毅然 と した態度 と い う の を あ ら か じ め示 してお く こ と でそ う い う も の を 防止す る と い

う こ と を僕は入れてほ しいな と ずっ と思っ ていたのです。 防止す る た め にですね。 だか ら 、

そ う い う も の は別にそ の人た ちがそれぞれ入っ てい る 医賠責 と い う 自 分の保険で最終的に

支払 えばいいわ け です。 裁判に な ら な く て も ひ どい こ と が あ り ま した と 支払 っ ておいて 、

示談な り 和解な り 独 自 にすればいいんです。 こ の 国民みんな が 出 し合っ てい る保険のお金

を使 う のではな く て 、 そ う い う よ う な場合は医賭責でやっ て く だ さ い よ と 。 こ の保険は あ

く ま で も き ち ん と カルテや分娩経過表や分娩記録を残 していて 、 余 り に も水準 を離れてい

る と い う も の は対象に してい ないんだ と い う よ う な こ と を明記 しておいて 、 そ の う え で事
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実経過 も合わせにい く よ う る こ し ていかない と い けない と 思います。 やっ ぱ り 今 の裁判では

看護師 と 助産師 と 医師の 間で 、 ま た産科医 と 麻酔科医の間で事実経過の証言が違 う なんて

い う こ と は も う ざ ら に あ る わ けなので 、 病院の 中 で も ね. だか ら 、 そん な こ と を な く して

い く た め の新たな制度であ っ て ほ しい と思 う ので 、 両論併記で終わ っ て しま う よ う な事例

に関 して は 、 そ の ま ま では終わ ら ない よ う な何かで き ない の かな と 思います。 ち ょ っ と 具

体的な こ と は気 にな り ま す し 、 あ ら か じ め も う 少 し こ う い う 場合は調整委員会ですか、 求

償委員会ですか、 そ う い う の にかけてい き ます よ と 。 つ ま り 、 余 り にカルテや記録が残っ

て い ない と か、 あ と でち ょ っ と ニ ュ ア ンス を変 えて き た と か、 事実経過を故意に 曲げたん

じ ゃ ないか と い う ふ う に 、 患者か ら した ら 一番不審に思 う よ う な こ と が はっ き り した場合

に は 、 そ っ ち の保険で払 っ て も ら う か も しれません よ と い う 趣 旨 を最初に 出 しておい た ほ

う が 、 実際 に起 こ る 前に と思 う の です。 原因分析委員の人た ちが両論併記の ま ま でやっ て

い く の は非常に大変で し ょ う か ら 、 そ う い う こ と が で き る だ け起 こ ら ない よ う に 、 あ ら か

じ め文面的な努力 をお願い したいな と 思います。

○上 田委員長 勝村委員 、 後 ほ ど調整委員会については審議 しますので 、 た だいま の ご意

見について は 、 そ こ で審議を していただき たい と思います。

も う 一方、 原因分析委員会で こ の流れについて これま で審議 さ れてい ます. 大井委員 と

勝村委員か ら の ご意見 について は 、 運営委員会で こ の よ う な ご意見 をいただいた と い う こ

と で 、 原因分析委員会で引 き続き審議する こ と で よ ろ しいで し ょ う か。

○木下委員 今の勝村委員のそ の ご意見は度々 聞い てお り ま す。 私 も度々 ご説明 申 し上げ

てい る よ う に 、 そ う い う よ う な ご心配は も う 余 り こ れか ら は言っ て いただかないでいい と

思い ます。 信用 し な ければ、 信用 さ れな ければ始ま ら ない の であ り ますが 、 こ の原因分析

委員会は専門的な視点か ら き ち っ と やっ てい る と い う こ と は 、 患者様側の ご意見、 あ る い

は医療側の ご意見 も さ る こ と なが ら 産婦人科医のプラ イ ド に かけて 、 ち ゃ ん と 解明 してい

こ う と してい る の です。 従っ て 、 明 ら かに これは問題であ っ たな と い う 事例に対 して は 、

問題で あ っ た と 記載す る方向で検討は してい る こ と は認識いただき たい と思い ます。 こ の

議論は これ以上は必要ない と思い ます。 さ ら に 、 別の仕組みで も っ て今指摘の件が解決で

き る か と い う と 、 で き ないだ ろ う と 思い ます。 全て を満足 さ せ る仕組みは作れません。 そ

れでは ご不満であ っ て も 、 こ れ以上に は出来ません。 今い ろ い ろ議論 してお り ま すの で 、

それは ご信用願っ て 、 ま たそ の具体的な課題の 中で 、 こ れは問題だ と い う こ と を ご指摘い

ただ く ほ う が建設的だ と 思いますので 、 よ ろ し く お願いいた します。

○勝村委員 そ う い う 意味では全体に対 して何か言っ てい る の で はな く て 、 僕は極 め て具

体的に 、 3 ー 1 の 2 枚 目 の④番です よ ね。 事実経過がな ければ、 事実経過において両論の

事実経過を併記 し て 、 そ の う え で原因分析 してい く 。 そ の事実経過 、 と い う こ と は事実経

過が合わない場合は 、 こ っ ち の事実経過だ と した ら こ う い う 原因分析、 こ っ ち の事実経過

だ と した ら こ う い う 原因分析 と 書か ざ る を得ない ぐ ら い 、 大 き く 事実経過が異な る よ う な

ケース も 出て き て しま う んだっ た ら 、 そ んな こ と は ち ょ っ と やっ ぱ り 、 皆 さ ん も それは不
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本意だ と思 う の で 、 そ う い う こ と が でき る だけ事実経過において両論併記 して全部を進め

ていかな き やい けない と い う こ と を で き る だけ な く してい く よ う な 、 そ う い う こ と が な く

な っ てい く よ う な制度で あ っ て ほ しい と 思っ ていた ので 、 そ う い う 方向 に は進む と 思いた

いですけれ ど も 、 極端に言います と 両論併記は両論併記でいい じ ゃ ないか と い う ふ う にな

ら ない よ う な努力 をお願い したい と い う こ と なんで 、 そ の L点です。

○上 田委員長 わか り ま した。 ただいま の ご意見 も 、 今後 の原因分析委員会の 中 で議論 し

てい き ます。

ほかは よ ろ しいで し ょ う か。 そ う し ま した ら 、 次の議題の 、 先ほ どの調整委員会につい

て も 取 り 上げますが 、 各種委員会の検討状況について 、 事務局 よ り 説明 をお願い します。

4 ) 各種委員会の検討状況について

( 1 ) 異議審査委員会

( 2 ) 調整委員会

( 3 ) 再発防止委員会

○後技藍 (事務局 ) それでは 、 本体資料の 11 ページか ら 1 5 ページま で を使いま して三

つの委員会の準備状況を一気に ご説明 を さ せていただき ます。

ま ず、 1 1 ページですが 、 4)各種委員会の検討状況について と い う 部分です。 ( 1)異議審査

委員会で ご ざい ます。 今か ら ご説明 いた し ま す三つの委員会は 、 いずれ も ま だ立ち上が っ

てお り ません けれ ど も 、 ま ず 、 現在の検討状況を ご説明す る と い う も の で ご ざいます。

( 1)異議審査委員会ですが 、 括弧で括っ て あ り ま すの も (異議審査委員会) と 書いて あ り

ますが 、 そ の下の ○で 、 ま ず、 委員ですけれ ど も 、 産科医 、 小児科医 、 弁護士 、 学識経験

者等を中心 “こ 1 0 名 以内で構成 と い う こ と と 、 審査委員会 と 異議審査委員会の委員は重複 し

ない と い う こ と を考えてお り ます。

そ して二つ 目 の ○で 、 不服申 立に基づき遅滞な く 開催す る と い う こ と 。

そ して三つ 目 で、 委員の選定は近々 に行 う 予定で ご ざいます。

そ して次の (異議審査の対象) であ り ま すけれ ど も 、 すべて の審査結果について補償請

求者か ら再審査請求が あ っ た場合は異議審査の対象 と する と い う こ と を考えてお り ます。

それか ら 、 次の (異議審査結果の取扱) ですけれ ど も 、 そ の 下の ○ で 、 異議審査委員会

において補償対象 と す る こ と が妥当 と 判断 した場合、 こ の場合は異議審査委員会の審査結

果を優先 して補償対象 と 認定する こ と し こ な り ま す。 そ して 、 補償対象 と 判断 された理由 を

審査委員会に フ ィ ー ドバ ッ ク する と い う こ と と いた します。

それか ら次の0 ですが 、 審議結果は不服申立に係 る所定の書類を受理 してか ら原則 90 日

以 内 に分娩機関お よび補償請求者に通知する と い う こ と と し てお り ます。 ま た 、 運営委員

会において も 審議結果の概要を ご報告する こ と に してお り ます。

そ して次の0ですが 、 異議審査委員会の審議結果に対す る そ の ま た不服の 申 立 、 こ れは

原則 と して認めない こ と と いた します。
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次、 (不服 申 立期限) ですけれ ど も 、 これは 60 日 以 内 と 考えてお り ます。

次に 、 (不服申 立方法) ですけれ ど も 、 その下の○で、 原則 と して分娩機関 を経由せずに

補償請求者か ら運営組織に対 して直接行われる方法を考えてお り ま す.

一番下の0ですが 、 具体的 に は別途定め る書式に不服申 立理由 を記載 していただ く と い

う こ と であ る と か、 12 ページをお願い しま す。 立証書類等が あ る場合は添付を していただ

き ま して運営組織に ご提出いただ く と い う こ と を考えてお り ます。

そ して 、 最後 の (不服申 立手続き の周知) ですけれ ど も 、 ○ に あ り ますよ う し こ 、 ｢補償申

請の ご案内 ｣ と い う 冊子をつ く っ てお り ますので、 そ こ に記載を してお り ま す。 それ以外

に も 、 補償対象外の審査結果通知書を送付す る 際に 、 そ の次に異議審査委員会が あ る と い

う こ と を説明す る文書を同封す る こ と る こ し てお り ます。 ま た 、 機構のホームページに も手

続き の概要を掲載する と い う こ と に してお り ます。

四角 で囲んであ り ま すの は 、 準備委員会報告書の該当部分の抜粋です。

続き ま して 、 調整委員会にまい り ます。

(2) の調整委員会ですけれ ど も 、 まず、 調整委員会の委員は 、 医療訴訟に精通 した弁護士

を 中心に Lo 名 以内で構成する こ と を考えてお り ます。

次の○ ですが 、 委員会は事案が あ る場合に不定期に 開催する と い う こ と " こ な り ま すが 、

原因分析委員会が行われた後 に遅滞な く 開催す る と い う こ と を考 え て お り ま す, 委員 の選

定は概ね 9 月 ごろ ま でに行 う 予定 と してお り ま す。

次に 、 (調整委員会の審議対象) ですけれ ど も 、 そ の下の 0ですが 、 原因分析委員会にお

いて分娩機関に重大な過失が明 ら か と思料 さ れた事案につ き審議を行 う こ と と し て お り ま

す。 但 し 、 分娩機関 と 補償請求者 と の間で既に紛争角蛮決が な さ れてい る場合は こ の限 り で

はない と してお り ま して 、 すなわ ち審議対象 と はいた しません。

続き ま して 、 (調整委員会の審議事項) であ り ますが 、 今 、 申 し ま した よ う に 、 分娩機関

の重大な過失の有無につ き 、 法的観点か ら審議を行っ てい ただ く と い う こ と と 、 調整を行

う べき か否か を ご判断いただ く と い う こ と で ご ざいます。

そ して 、 次の (調整委員会 において重大な過失が あ る と い う ふ う に判断 さ れた事案の対

応) と い う こ と で 、 三つ○ を用意 して書いてお り ます。

ま ず、 一つ 目 ですけれ ど も 、 分娩機関が既に損害賠償責任を負 う こ と を認め てい る場合

は 、 その結果に従っ て調整を行っ てい く と い う こ と に な り ます。

そ して二つ 目 ですけれ ど も 、 損害語謝償責任を負 う こ と を認め てい ない場合、 運営組織か

ら分娩機関に対 して調整に係 る対応 を求め と い う こ と ですか ら 、 調整 します と い う こ と を

お伝 え して 、 そ して分娩機関がす ぐ に こ れを認め る と い う こ と にな り ま す と 、 やは り 調整

を淡々 と 行っ てい く と い う こ と で 、 今 、 申 し ま した二つ の○ は 、 分娩機関がす ぐに損害賠

償責任をお認め に な っ て調整が淡々 と 進んでい く と い う シナ リ オです。

そ して 3 番 目 が少 しやや こ しい の ですが 、 運営組織か ら の働き かけ に かかわ ら ず、 分娩

機関が調整に係 る対応に着手 しない と い う 状況が継続する場合、 あ く ま で返還を求 め て対
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応 してい く と い う 、 強い対応にな り ま す。 ま た 、 こ の場合であ っ て も 、 補償請求者への補

償金の支払いは継続す る と い う こ と で 、 児 ･ 家族の不利益に な ら ない よ 効こ対応 して い く

と い う こ と と な り ま す。

一番下の 四角 は 、 準備委員会報告書の該当部分の抜粋です。 それか ら 、 次のページの 四

角 も そ う です。

そ して 、 次 、 1 5 ページの (再発防止委員会) にま い り ます。

再発防止委員会ですけれ ど も 、 まず、 一つ 目 の ○ は再発防止委員会の 目 的が書いて あ り

ます。

二つ 目 の ○ が 、 再発防止委員会の委員ですけれ ど も 、 産科医 、 小児科医 、 助産師 、 それ

か ら 医療 を受 け る 立場の有識者、 弁護士 、 それか ら 医療安全の研究者、 関係団体代表 と い

う こ と で 、 1 5 名 以内で構成する こ と を考えてお り ます。

そ して 、 こ の三つ 目 の○ で、 第 1 回の委員会は本年 11 月 ごろま でに開催の予定 と してお

り ます。

そ して 、 次の (再発防止委員会の審議事項) であ り ま すけれ ど も 、 再発防止策の検討で

あ り ます と か 、 それか ら情報公開する その内容の ご審議をいただ く こ と に してお り ます。

そ して 、 次の (再発防止の主な手順) に な り ますが 、 ①②③の順に流れてい く と い う こ

と に な り ま して 、 ①の情報の整理分析の と こ ろ で具体的に行 う こ と は 、 その 下に書い て あ

り ま す。 ① ′情報の整理分析について と い う と こ ろ ですが 、 原因分析を行っ た事例の 中 の重

要な項 目 、 例え ば使用 した薬剤の種類だ と か量だ と か、 そ う い う 重要な項 目 を統計 と して

整理 して 、 脳性麻痺発症の原因や背景要因 を抽出 して事例の類型化を行 う こ と な ど に よ っ

て再発防止策の案を検討する と い う 段階です。

そ して 、 ②が委員会に な り ますけれ ど も 、 委員会では 、 先ほ ど 申 し上げま した 15 名 以内

の委員に よ り ま し て 、 同種事例の発生防止に役立つ再発防止策の検討を行っ ていただき ま

す。

そ して③が公表ですが 、 再発防止 に係 る報告書を定期的 に発行す る こ と な どに よ っ て広

く 社会に公表する と い う こ と と してお り ます。

下の 四角 は 、 準備委員会報告書の抜粋 と なっ てお り ま す。 以上です。

○上 田委員長 三つの委員会につ き ま して説明 が あ り ま した。

それでは 、 1 1 ページの異議審査委員会 、 それぞれについて ご審議をいただき たい と思い

ます。 異議審査委員会につ き ま して 1 1 ページか ら 12 ページに ご ざいますが 、 何か ご ざい

ますで し ょ う か. 異議審査委員会。 よ ろ しいで し ょ う か。

○鈴木委員 少 し頭が混乱 してい る ので 、 混乱 した ま ま お話 し さ せていただき ますが 、 1 1

ページの異議審査結果の取扱の三つ 目 の○ なんですが 、 異議審査委員会の審議結果に対す

る不服申 立は 、 原則 と して認め ない。 つ ま り 、 不服申 立権は児 ･ 家族に あ る んです よ ね。

こ の仕組みの 中 に さ ら な る 再不服審査の仕組みが入っ てい ない こ と は理解で き る んですけ

れ ど も 、 宮澤先生に ち ょ っ と お伺い したいんですが 、 こ れに対す る訴訟で 、 つ ま り 審査基
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準を逸脱 して不支給にな っ てい る と い う こ と の訴 えが でき る か ど う か と い う こ と です よ ね。

○宮澤委員 これは訴権の放棄ま で含んでいないので 、 で き ない,

○鈴木委員 ただ、 直接請求権がない と 、 つ ま り 、 児 ･ 家族が こ の機関 に対す る 直接請求

権を持っ てい る か ど う かです よ ね。 直接請求権を持っ ていれば、 訴権は行使でき る と思 う

んですけれ ど も 、 こ の機構に対 して何 ら かの法的 、 要す る に請求権 を持っ ていない と 、 訴

訟の確認の利益はないです よ ね。

○宮澤委員 ですか ら 、 こ れが再々 審査請求の請求権はないんです けれ ど も 、 そ も そ も 請

求 と して の 内容が不当 だ と い う こ と での訴権を放棄 してい る 内容 と は思えないです よね,

○鈴木委員 問題は 、 そ の訴権はだれに あ る の か 、 だれがだれに対 して あ る の か と い う 法

的構成が 、 今 、 ち ょ っ と こ の 図 を見てい る んですけれ ど も 、 要す る に 、 児や家族は分娩機

関 に対す る そ の 申 請の依頼ができ る だけ な んです よ ね。 申 請権者は分娩機関な わ け ですよ

ね。 だか ら 、 分娩機関が請求権を持っ ていて 、 それが運営組織に対する 権利で 、 それを一

括保険に していて 、 保険機関が分娩機関 にいわば代理の支払い をす る と 、 こ う い う 構成に

な り ま す よ ね。 だか ら 、 請求権者は分娩機関で 、 運営組織が支払義務者 と い う ふ う に な る

と す る と 、 つま り 、 そ の訴権はだれに対 して行使す る のか と い う 、 ち ょ っ と 私 も ですね 、

え え と 。

○宮澤委員 支払義務者が運営組織にな る の か分娩機関にな る の か と い う こ と に な る と 、

支払義務者は分娩機関にな る ん じ ゃ ないですかね。

○鈴木委員 それは支払義務者が分娩機関だ と する と 、 児や家族は分娩機関に対 して 、 要

する に約款違反で訴え る と い う こ と にな る んですかね。 つま り 、 何が言いたいか と い う と 、

こ の辺 の整理は 、 つま り 訴訟が起 き て か ら 、 な る べ く 払わない方法でそ の訴訟 に対応する

と い う や り 方で は な く て 、 こ れが気 に入 ら なかっ た と き に訴権、 つま り 訴訟 と して だれが

だれに対 して請求をでき る の か と い う の は 、 あ ら か じ め検討 しておいたほ う がいい と 思 う

んですね。

○ 山 田部長 (事務局) 事由 に よ っ て変わ っ て く る と思 う んです けれ ど も 、 例 え ば分娩機

関 と 運営組織を同時に訴え る と い う こ と も あ る と思 う んですね。

○鈴木委員 訴え る こ と を裁判所が ど う 判断す る か 、 そ も そ も 訴権が あ る の か ど う か と い

う と こ ろ を判断す る の は裁判所ですか ら いいんですけれ ど も 、 裁判は裁判 を受 け る権利が

あ り ますか ら いいんですけれ ど も 、 こ の仕組みの 中 では 、 要する に 、 不服申 立に対 して さ

ら な る 却下 と い う か、 支給 しない と い う 決定に対 して訴訟上の権利 をだれが ど の よ う に行

使する のか と い う 。

○ 山 田部長 (事務局) それの不服審査に対する訴権 と な っ た ら運営組織を訴え る しかな

い と 思 う んですね。 運営組織が不服申 立を却下 した わ けなんで。

○宮澤委員 それはそれでいいんですけれ ど も 、 今 、 こ こ で全部そ う い う 法律的な問題を

やっ て も なかなか難 しいので 、 今後の問題 と して 、 鈴木先生 も私 も含め て 、 整理 した ほ う

がいいですよ と い う 意見に と どめてお き ます。
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○ 山 田部長 (事務局) はい。 わか り ま した。 整理 します。

○鈴木委員 私 も 、 こ う な り ます と い う 回答は持っ ていないんです。 あ ら か じ め予想 さ れ

ますよね。 年間数件かも しれないですけれ ど も 、 予想 さ れる可能性が あ る の で。

○上 田委員長 ただいま の ご指摘につ き ま して 、 検討 させていただ く こ と でいいですか。

あ り が と う ご ざいます。

異議審査委員会 、 よ ろ しいで し ょ う か。 そ う し ま した ら 、 次の調整委員会につ き ま して 、

先 ほ どか ら勝村委員か ら い ろい ろ ご意見 をいただいていますが 、 調整委員会につ き ま して

いかがで し ょ う か。

○勝村委員 先ほ どの 、 事実経過が両論併記に な っ て しま う よ う な事例 と かを な く す と い

う 趣 旨 を踏ま えて 、 こ の調整委員会の対象は 、 重大な過失が明 ら か と 思料 さ れた事案に加

えて 、 余 り に も 制度がお願い を してい る デー タ が全部紛失 して しま っ て 、 な く な っ た と 言

っ た り と か、 例 え ば後で余 り に も 事実経過に虚偽が あ っ た こ と が わかっ た り と か 、 そ う い

う こ と が起 こ ら ない よ う にす る た め に事前に書いて お く と い う こ と を 、 僕は しておいて ほ

しい な と思います。 そ う い う 事例が調整委員会の対象に入 ら ない 、 両論併記で も いい と い

う こ と だ っ た ら 、 事実経過において も 大概何を書いておいて も何 ら 問題な く な っ て しま う

と 思 う んですよ ね。 それが木下委員の よ う に 、 不信感ばっ か り 言 う と い う ふ 効こ思われた

く ないんですけれ ど も 、 そ う い う こ と が起 こ る と して も 、 あ ら か じ め ち ゃ ん と 表現 してお

く こ と で起 こ り に く く な る と 思 う か ら こ そ言っ てい る わ け で 、 そ う い う こ と を した ら 、 逆

に調整委員会の ほ う で話にな る んです よ と い う ふ う に してお く べき だ と思い ます。

だか ら 、 車の運転手で も 、 どんなむ ち ゃ く ち ゃ な運転 して も 、 相手に何かあ っ た と き に

そ の保険を払います よ と 言 う の ではな く て 、 ひ き 逃げを して しま っ た り と かそ んな こ と を

した ら ダ メ です よ と い う こ と は 、 当 た り 前の こ と ですけれ ど も 、 あ ら か じ め 国民に対 して

言っ てい る わけですか ら 、 ち ょ っ と 何か書き に く い表現が あ る んだっ た ら 、 ｢等｣ と 踏ま え

た り して 、 実際に起 こ ら な かっ た ら いいんです けれ ど も 、 何かやっ ぱ り こ れはひ どい 、 こ

れは余 り に も証拠の出 し方が いいかげんで困 る よ な と い う よ う な事例が 出て き た と き に 、

調整委員会の話題に上げる こ と が で き る と い う 形は整え ておいて ほ しいな と思 う んですけ

ど。

○鈴木委員 それは調整委員会の仕事ですかね。 つ ま り 、 調整委員会は 、 重大な過失 と い

う 概念に相 当す る よ う な事案 に関 し て 、 そ の原因分析委員会か ら サ ジェ スチ ョ ンが あ っ て

調整委員会で再検討 して 、 法的 に検討 して みた と こ ろ重大な過失が あ る と い う 概念 につい

て求償する と い う 概念です よ ね。 つ ま り 、 診療経過が脳性麻痺を起 こす こ と についてかな

り の 医学的なルール違反が あ る と い う 事案だ と思 う んです よ ね。 結果に対す る影響力 と し

て です よ 。 今 、 勝村 さ んがお っ し ゃ っ た の は 、 事実関係に不実な 申告 を した 、 事実 と 違 う

申 告を した と か、 そ も そ も 事実関係を確定でき る よ う な こ と について 、 ほ と ん ど診療記録

を残 していない と か、 そ う い う こ と ですよ ね。 つま り 、 そ の診療記録を残 していない こ と

や 、 それか ら 後で不実な記載を して 申 告 した こ と が重大な過失ではないんですよ ね。
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○勝村委員 重大な過失以外に も調整委員会の事案を増や して ほ しい と い う こ と です。

○鈴木委員 だか ら 、 調整委員会 と い う の は 、 本来 、 こ こ で払 う べ き じゃ な く て 、 損害賠

償 と して取るべき 事案 を取 り 戻す と い う 概念ですか ら 、 今の は取 り 戻す と い う と こ ろ につ

な が る か ど う かです よ ね。

○勝村委員 と い う の は 、 僕は 、 余 功こ も こ の制度の趣 旨 に反 していた ら 、 こ っ ち の制度

はやっ ぱ り 国民がみん なお金を負担 してやっ てい る 制度なんだか ら 、 やっ ぱ り 余 り に も そ

の制度か ら 逸脱 してい る も の も 、 何で も かんで も こ こ で払います よ と い う こ と ではない と

い う 宣言はでき ない も のですか と 。

○鈴木委員 で も 、 そ の事案に関 して は 、 そ う い う 医師の と こ ろ で脳性麻痺になっ た子に

は補償 しない と い う 結論に な り ます よ 。

○勝村委員 いや 、 求償 さ せ る んだか ら 、 求償す る と い う こ と は 、 と り あ えず こ っ ち で払

っ てか ら 求償する んです。

○鈴木委員 あ あ 、 そ う か、 そ う か。 そ う す る と 、 重大な過失以外に も求償 し ろ と い う こ

と を言いたいわけね。

○勝村委員 そ う です。

○宮澤委員 ただ、 調整委員会 と い う の は 、 基本的 に は損害賠償責任 と の調整を ど う する

か と い う こ と で 、 こ の調整委員会が出て き た と い う こ と を考え る と 、 それ以外の こ と ま で

含め て しま います と 、 例え ば過失が ない と き に求償 して 、 損害賠償 と して はそ の ま ま 払わ

れてい く と い う こ と に な る と 、 ま た求償 し た こ と が新た に再度医療機関側か ら 、 やっ ぱ り

払 う べき だっ た と い う 形での支払請求 と い う こ と に な っ て き て 、 非常にややっ こ しい問題

を ま た多 く 含んで しま う こ と にな り ま すの で、 本来的に は鈴木先生お っ しゃ っ た と お り 、

調整委員会 と い う の は損害賠償請求 と の調整な ので 、 そ こ に 限定 してい く べき だろ う と 。

それ以外の要素を含んで し ま う と 、 ま た違 う 性質を帯びて しま いますので 、 勝村 さ んが言

われ る の も わか り ますが 、 そ の意味では 、 こ れは調整委員会ではな く て 、 ほかの面での考

え方。

○鈴木委員 それを ど こ でやる かです よ ね。

○勝村委員 いや、 僕は と に か く 、 あ る 種ア ン フ ェ ア と い う か 、 変な も の ま で公的 な保険

では払 う べ き じ ゃ ない と 、 市民感覚的に思 う か ら です。 だけ ど 、 そ の患者の側は補償 さ れ

る べ き だか ら 、 と り あ えず こ こ で払 っ ていい け ど 、 保険者 と して毅然 と して 、 そ こ に はそ

こ で も う 1 個 の保険が あ る 可能性 も あ る わ けですか ら 、 本人に求償す る べき 。 僕は どっ ち

か と いっ た ら 、 重大な過失以上にそ っ ち の方こ そ求償 して ほ しい と い う よ う な気が しま す。

○鈴木委員 いや、 賠償責任保険はそれに対 して は払わない よ 。

○勝村委員 だけ ど 、 大概の民事裁判はそれに対 して戦っ てい る の も あ る で し ょ う 。

○鈴木委員 いや 、 いや、 違 う 、 違 う 。 賠償責任保険は 、 要す る にカルテ を政富 した こ と

に対する賠償責任保険なんてない じゃ ないですか。

○勝村委員 だけ ど 、 それは向 こ う も 払 っ て も ら え ない 、 つま り 、 ひ き 逃げを した交通事
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故ではだれ も払 っ て も ら え ない と い う よ う な こ と が あ り 得る 可能性 も あ る け ど 、 それで も

払います と 言わない ほ う がいい と 言っ てい る わ けです。 防止策 と して。

○鈴木委員 だか ら 、 勝村 さ んの 問題提起は 、 こ の シス テ ム の 中 でそ う い う 不実の記載 と

かo

○勝村委員 相 当悪質な も の だけですよ ね。

○鈴木委員 そ う い う も の に対 して どの よ う な対応を してい く の か 、 それは調整委員会か

ど う かは別 に して 、 ど う 対応 してい く の か と い う の は結論を出 しておいた ほ う がいい よ う

に思います。

○勝村委員 相 当制度に対 して不誠実な こ と を して い る者に対 してで も 、 何で もオーケー

ですよ と い う ふ う に思われない よ う に してお く べき が防止策 じ ゃ ないか と 言っ てい る んで

す。

○池 ノ 上委員 今の勝村委員のお っ しゃ っ てい る 、 要する に 、 ち ゃ ん と した 医療をやっ て

い る か ど う か と い う こ と で 、 原因分析委員会で原因分析をや る た め に必要な情報を分娩機

関か ら 、 こ う い う 内容で情報を も ら います と い う こ と は 、 示 して あ る と思います。 だか ら 、

こ れを報告す る た め に はかな り な こ と を 。

○勝村委員 だか ら 、 それがね 、 全部紛失 して しま いま したみたいな 医療機関があ っ た場

合に ど う する かを書 く べき だ と 言っ てい る んです。

○池 ノ 上委員 だか ら 、 そ う い う こ と が ない よ う に 自 浄努力 を してい こ う と い う の がそ も

そ も のス タ ー ト です よ ね。

○勝村委員 そ の 自 浄努力 をする た め に も 、 そ う い う こ と に も しな っ た場合には 、 こ の制

度は支払わ ないか も しれません よ と い う こ と を書いてお く こ と はで き ないのか と い う こ と

なんです。

○鈴木委員 記載を し ない と い う のは 、 逆に産科医 に と っ て不利益にな る の で.

○勝村委員 と い う こ と を書いて も ら いたいんです。

○鈴木委員 いや 、 いや、 不利益に な る の で 、 そ こ ではな く て 、 や っ ぱ り 不実記載だと思

う んです よ ね。 請求はでき る けれ ど も 、 でた ら め な こ と を書 く と い う こ と は あ り 得る 可能

性、 全 く 書かない と い う の は請求でき ないわけですか ら 。

○勝村委員 過去の産科の医療裁判では 、 カ ルテ と かその患者の分だけ は全部な く して し

ま いま した と 言っ てい る事例は複数あ り ま すよ ね。

○鈴木委員 いや、 いや、 例え ばこ の制度がで き た こ と に よ っ て。

○勝村委員 な く な っ てい く と よ い と 思っ ていますけれ ど も 。

○鈴木委員 ち ゃ ん と 書けば 3 , 00 0 万 円 の公的な資金が入る と い う こ と で 、 産科医 に メ リ

ッ ト が あ る と い う こ と で こ の制度が始ま っ てい る わ け ですか ら 、 そ こ よ り も む し ろ 、 だか

ら勝村 さ んが ご心配な の は 、 後半部分の不実記載の 、 事実 と 違っ た記載を 、 つま り 、 それ

に加 えて さ ら に損害賠償訴訟が起 こ さ れる か も しれない と い う こ と を心配 し て 、 事実関係

を全 く 違っ た こ と で書いて き た こ と が後でわか る よ う な事案ですよ ね。
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○勝村委員 です よね。 制度の根幹を揺 る がす よ う な こ と は起 こ し て ほ し く ない と 。 池 ノ

上先生がおっ し ゃ っ た よ う “ こ 、 こ れだけ の も の を 出 し て く だ さ い よ 。 それで も 出せない よ

う な と き 、 それが全 く 何も残っ て い ないんであ っ て 、 いや、 ほん と に レア ケース の話を し

てい る んだけ ど 、 そ も そ も調整委員会なんて 、 調整する事例なんて数少ないはずで 、 レ ア

ケース に 関 して調整をする んだ と 思 う んですけれ ど も 、 そ の レアケース は過失が あ っ た場

合だけ を こ の制度は除外す る ん じ ゃ な く て 、 余 り に も その過失の前後 、 事故が何か起 こ っ

た後 の前後 の こ の制度 と の かかわ り において もすご く 不誠実で あ っ た り した場合には 、 も

ち ろ ん こ の制度 と して は支払わない可能性が あ る よ と い う よ う な こ と を書いて も ら う こ と

で 、 結果 と して鈴木先生お っ し ゃ る こ と な んですけれ ど も 、 結果 と してそ の辺 が健全にな

っ てい く と 思います,

○上 田委員長 ですか ら 、 そ の辺 を調整委員会で行 う のか 、 いや 、 調整委員会は も と も と

の役割が あ り ますので 、 鈴木先生か ら は、 何 ら かの形で考え る と のお話 しですが 。

○勝村委員 調整委員会の も と も と の役割 と い う の は 、 と り あ えず本人に は こ の制度の保

険で払いますけ ど 、 最終的 に 国民か ら集め たお金で払 う に は ち ょ っ と 値 しない事例だか ら 、

保険者 と して調整の請求 して も ら う と い う こ と な の で 、 それは調整委員会がや る以外の何

者で も ない と 思 う んですけれ ど も 。

○鈴木委員 ち ょ っ と 調整委員会の設計は違 う と 思 う んですよ ね。 さ っ き 宮澤 さ んが言っ

た よ う に 、 損害賠償請求権 と の調整なので 、 も と も と 考えて いたの は 、 損害賠償請求権 と

の調整な ので。

○勝村委員 いや 、 僕は 、 準備委員会か ら 、 こ の制度で支払 う べき かそ う でないか と い う

も の は 、 や っ ぱ り は っ き り し てお く べき じ ゃ ないかな と 、 僕は思っ てい たんです。 僕の発

言はずっ と そ う い う つ も り で言っ ていたんです。

○上 田委員長 ち ょ っ と 事務局か ら 。

○後技藍 (事務局) 情報提供ですけれ ど も 、 こ の制度に入っ て い る 分娩機関は 、 制度の

加入規約の 中で 、 ま ず 、 原因分析に必要な資料の提出 を義務づ け ら れてい ます。 それ を行

わない よ う な場合は 、 運営組織か ら脱退勧告を され る と い う こ と も 書い て あ り ま す。 さ ら

に 、 著 し く こ の運営を阻害する と い う こ と にな る と 、 脱退 さ せる と い う 強制的な脱退の こ

と も 書いて あ り ます。 著 し く と か、 そ う い っ た こ と は程度問題で 、 解釈が入る と 思います

が 、 そ う い う 関係 に あ る と い う こ と で ご ざいます。

○勝村委員 あ り が と う ご ざいます。 ま さ にそ こ と の絡みで 、 そ う い う 場合は 、 それは ど

こ が判断 し 、 そ う い う 場合に なっ た事例 、 そ う い う こ と に結果 と してな っ て し ま っ た事例

に関 して こ っ ち で払 っ て も 、 求償、 調整委員会にか け ない か も しれない。 そ の あた り の ほ

ん と の レア ケース の こ と な の で 、 そ う い う よ う な こ と は 、 脱退勧告を し な き や い け ない よ

う な こ と は起 こ っ て ほ し く ないか ら 、 あ ら か じ め き ち ん と して く だ さ い よ と い う 意味で 、

そ こ のルールを定め てお く 、 ち ょ っ と 書い てお く 。 調整委員会 と い う の は 、 やっ ぱ り そ う

い う 役割だ と思 う んですよ ね。 つ ま り そ う い う 事例な んです よ 。 そ う い う ふ う に な っ て し
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ま う よ う な事例について ど う す る かです。

○宮澤委員 そ う する と 、 別 に調整委員会でや ら な く て も 、 極め て レア ケース と い う こ と

になれば、 それが起 こ っ た段階で運営委員会の ほ う で脱退勧告す る か ど う か と い う こ と を

き ちん と 審議 してい けば、 それで足 り る の ではないか と思います。

○勝村委員 そ の運営委員会の 中 でそれをする と き に 、 やっ ぱ り こ の保険では払 う こ と は

やめ よ う と い う こ と ま で運営委員会で議論 させて も ら え る んだっ た ら 、 僕はそれでオーケ

ーです。

○宮澤委員 脱退 した ら 、 それは も う 保険を使え ないわ け ですか ら 。

○勝村委員 だけ ど 、 患者本人に は払っ てい く わ けで し ょ う 。

○宮澤委員 そ の患者 さ んには不利益を負わせる わ け に はいかないですか ら ね。

○勝村委員 と い う こ と は 、 や り 方 と して は求償 しかないわ け です よ 、 払わない場合には。

○宮澤委員 これは基本的に は払 っ てい く 制度ですか ら ね。

○勝村委員 だか ら 、 患者に は払 っ てい く こ と は僕は大賛成なんですけれ ど も 、 だか ら 、

脱退勧告 させる 医療機関 に対 して は 、 別途求償する と い う こ と が必要に な っ て く る と思 う

んです。

○上 田委員長 極め て悪質な事例が あ っ た場合に 、 事例が限 ら れて い る で し ょ う か ら 、 こ

の運営委員会で 、 ど う 指導す る か、 ど う 対応す る かについて協議す る と い う こ と でいかが

ですか。 調整委員会は 、 調整委員会の 目 的で 、 役割 を担 う と 整理す る こ と でいかがで し ょ

う か0

0勝村委員 つ ま り 、 運営委員会でそ う い う 事例はかけ る んだ と 。 患者本人には支払 う け

れ ど も 。 やは り 運営委員会で 、 こ れは求償す る べき だ ろ う と 。 みすみす国民か ら集め たお

金を こ んな事例に払 う の で はな く 、 医療機関が 自 分で払 う べ き だろ う と い う ふ う に思っ た

場合には 、 運営委員会か ら 、 こ れ も調整委員会で調整かけた ら ど う だ と い う こ と は言っ て

いいわけですね。

○鈴木委員 それは約款上でき ない と 思 う んですけれ ど も 。 それは約款改定にな る ん じゃ

ないか と 思 う んですけれ ど も 。

○勝村委員 そ う する と 、 例 え ば最悪の場合、 資料を全部紛失 しま した っ て言っ た場合、

脱退勧告する けれ ど も 、 全部 こ っ ち の保険のお金を払 う と い う こ と なんです よ ね。

○鈴木委員 だか ら 、 将来的に は も う 加入で き ない と い う こ と に 。 将来のペナルテ ィ は あ

る けれ ど も 、 そ の過去を取 り 戻すため には約款上の根拠が必要にな る と 思 う んですよね。

○宮澤委員 そ う い う 極め て異常なケース が起 こ っ た場合に は 、 原因分析の 中ではそ の 内

容が 明 ら かにな っ てい る わ けですか ら 、 それは訴訟でやっ ていただいて十分責任追及がで

き る ので 、 それでなお こ こ ま で 、 過去の分ま で求償 し てい く と い う こ と を こ の場でや るべ

き ではないん じゃ ないで し ょ う かね。

○勝村委員 少 し別の例え話ですけ ど 、 健康保険組合 と い う のが 医療機関への対応で患者

に対 して極めて不誠実だっ た と い う 事例 を僕は幾つ も 見て き てい て 、 例 え ば医療機関が 明
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ら かに 、 ち ょ っ と した水増 し請求 じゃ な く て 、 明 ら かに架空請求 をやっ て逮捕 さ れていて

も 、 そ の分のお金の返還を請求する と い う こ と を し た保険者はないんですよ ね。 本当 は 、

返 して く れ と 言っ た ら 返 して も ら え る の に 。 余 り " こ も保険者が健全な運営を し ていない。

だ け ど 、 今回の こ の保険はそ う い う こ と だ けが 目 的 じ ゃ ない け ど 、 ダ メ な こ と は ダメ と 毅

然 と 対処で き る と い う こ と が大事で 、 それはそれ と して こ っ ち で払 っ て お き ますみたい に

す る と 、 保険者 と して の機能が何か こ う いいかげん にな っ て き て し ま わ ないか と思 う んで

す。 こ っ ち は国民か ら集 め てい る公的な保険なんだか ら 、 こ っ ち で払 う べき じ ゃ ない と 思

う こ と に関 して は 、 払いません と い う よ う な こ と を僕は明記 さ れる よ う な制度で あ っ て ほ

しい と 思っ ていま した けれ ど も ね。

○宮澤委員 それは先ほ ど鈴木先生が言われた よ う に 、 将来的 に は脱退 と い う 形で も う 保

険に入れない 、 保険に入れない産科の医療機関に対 して患者 さ んがかかっ てい く と い う こ

揉ま ないだろ う と い う こ と を前提にすれば、 非常に強いペナルテ ィ にな っ て い く の で 、 そ

れ以上のペナルテ ィ と い う の を考え る必要はないん じ ゃ ないか と 思います。 それ以前に関

して の部分です と 、 やは り 給付を き ち ん と してい く と い う こ と を行 う こ と が 、 む し ろ患者 ･

家族に と っ て は重要な こ と だ と 思います。

○勝村委員 そ う い う 場合は 、 それほ どの場合は 、 そ の 医療機関がそ の患者に対 し て補償

してい く べき であ っ て 、 そ の 3, 0 0 0 万 円 をみんなか ら集め たお金で、 それも 医療機関の代

わ り 々 と支払 う と い う こ と は 、 僕はすべき ではないので 、 そ う い う こ と が で き る の な ら ば 、

そ っ ち の ほ う が も っ と よ い と 思い ます。

○鈴木委員 いや、 いや、 だか ら 、 そ う い う こ と をやる場合に損害賠償請求権が成立す る

か ど う かは 、 ま た別の話です よね。 有名 な事案では 、 甲府の事案ですよね。

○勝村委員 だけ ど 、 例え ば制度で これだ けの資料を 出 して く だ さ いね と 言っ た う え でや

っ てい る 制度なの に 、 それが 出せていない と かですか ら ね。

○鈴木委員 出 してい ない事案は出て こ ない と思 う んです よ 。 む し ろ 、 中 の虚偽記載が問

題にな る んだ と思 う んです よ 。 だっ て 、 出せな ければ、 給付決定でき ないんですよ ね。

○上 田委員長 ですか ら 、 勝村 さ ん 、 虚偽記載で極めて悪質な 、 そ う い う 事例については 、

原因分析委員会で原因分析を行 う 際に 、 ま た 、 運営委員会で 、 約款のルール違反の観点で

指導 と い う か 、 そ の対応を審議する こ と でいかがで し ょ う か。

○勝村委員 レア ケース に時間 を取っ て恐縮なんですが 、 ち ょ っ と 最後の話で も う 1 回確

認なんです けれ ど も 、 僕 、 前回の こ の運営委員会で も最後に確認 したんですけれ ど も 、 こ

れだけ の資料を 出 して く だ さ い と いっ て る の に何も 出 して こ ない よ う な事例は 、 今の鈴木

先生のお話 しだっ た ら 、 対象にな ら ない ≧

○鈴木委員 請求でき ない と思 う んです。

○勝村委員 僕はそ う な る の か と 、 前回の委員会の最後 に聞いた ら 、 そ んな場合で も 、 や

っ ぱ り 患者 と い う か、 子 ど も の方に は払 う と 言われませんで したか。 そ んな場合で も と り

あ えず支払 う んだ と 、 3 , 00 0 万。 それで 、 後で調整する か ど う かだ、 と い う ふ う な回答 じ ゃ
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なかっ たですか。 その あた り も う 一度はっ き り さ せて下 さ い。

○鈴木委員 そ も そ も 審査請求で き ないです よね。 審査で き ないです よ ね、 事実関係何も

出 して こ ないのだか ら 。

○勝村委員 そ う だ と した ら 、 も しそ んな 医療機関が 、 極端な事例で議論 し ていますけれ

ど も 、 それに近い事例が あ っ た場合に 、 医療機関の ほ う の不備の た め に 当事者のほ う が不

利益を被っ て しま う こ と にな っ て しま わないの ですか。

○鈴木委員 それは宿題 と して残 さ れてい る 、 加盟 し てい ない医療機関で脳性麻痺が出た

と き は ど う す る か と い う 問題 と も 同 じ問題に な り 得ますよ ね。

○勝村委員 いや、 加盟 してい る 医療機関です よ 。 加盟 してい る 医療機関でかな り 不備が

あ る と い う 場合。

○鈴木委員 いや 、 いや、 加盟 してい る と 言っ てお き な が ら 、 加盟 していなかっ た場合に

請求でき ないですよね。

○大井委員 そ う ですね。

○鈴木委員 加盟 していない場合、 ど う する んで したっ け。

○勝村委員 いや、 いや、 僕が今聞いてい る の は加盟 してい る場合で 、 余 り に も デー タ に

不備が多い と 。 例えば、 カルテ 、 看護記録、 紛失 して しま いま したみたいな場合、 だか ら 、

ち ょ っ と よ く わか り ませんか ら支払 え ませんみたい な こ と に な っ た場合に 、 対象に しない

んだっ た ら 当事者に不利益が行っ て しま う ん じ ゃ ないですか,

○鈴木委員 それは 、 だけ ど 、 審査でき ないで し ょ う 。 そ う い う 場合、 ど う す る の かな。

○勝村委員 審査 と い う の は 、 子 ど も の様子 さ え見ればわかる ん じゃ ないですか。

○鈴木委員 何でですか。 先天性は除外 してい る んですよ 。

○勝村委員 だか ら 、 そ の辺が 、 例 え ば レア ケース で言 う と 、 脳性まひの審査だ け はで き

た け ど 、 原因分析を し よ う と思っ た ら 、 原因分析をす る た め に必要な資料だけは全部な く

な っ ていて 、 審査する分の資料だけは全部あ る と い う こ と も あ り 得る わ けで し ょ う 。

○上 田委員長 審査の対象 と な る 出生体重 と か在胎週数 と かですね。

○勝村委員 それで 、 先天性ではない と 。 ただ、 分娩経過の分娩監視装置の記録はない。

分娩経過表の と き に 、 いつ ご ろ か ら 高度徐脈にな っ てい る と かない と か、 そ う い う の はわ

か ら ない と い う 場合が あ り 得る わ け で し ょ う 。 ま あ 、 そ んな話を してい る と 長 く な り ます

け ど。

○上 田委員長 勝村 さ ん 、 ですか ら 、 先 ほ ど言いま した よ う に 、 虚偽記載で 、 極め て悪質

な ケース について は 、 審査委員会や 、 原因分析委員会で 、 それぞれチェ ッ ク さ れます。 ま

た 、 運営委員会で も審議する場が あ り ま すか ら 、 それに対 し て の対応策や 、 指導が取 り 上

げ ら れます。 ご指摘に なっ た ケース を見逃すのはやっ ぱ り 問題で し ょ う か ら 、 ど の よ う に

指導する か 、 対応する かは 、 原因分析委員会や運営委員会で審議する こ と で よ ろ しいで し

ょ う か。

○勝村委員 先ほ ど 、 後 さ んが読み上げて く れた文言は 、 ど こ に載っ て い る 文言なんです
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か、 医療機関か ら すれば。

○鈴木委員 加入規約ですか。

○後技監 (事務局) 加入規約です。 はい。 ホームページに も 掲載 しています。

○近藤委員 だか ら 、 審査委員会で審査する んだか ら 、 審査委員会に必要な資料があれば、

それは も う 出す と い う こ と にな る わけで し ょ う 。

○上田委員長 そ う ですね。

○近藤委員 あ と は 、 そ の後 ど う い う ふ う に処理する か と い う こ と だ と思い ますけ どね。

○戸苅委員 審査委員会の委員長 と して発言 しますが 、 今の は 1 3 ページの一番下の○ 、 つ

ま り 、 審査委員会を ク リ アする の で支払いは始ま る んですが 、 それに対 して は こ こ で疑義

が 出た ら 、 当該の医療機関 に請求 します よ と い う こ と を言っ てい る のではないで し ょ う か。

そ の 0の一番下ですね。

○後技監 (事務局) 今 、 先生が ご ら んに なっ てい ら っ し ゃ る 13 ページの と こ ろ は 、 ち ょ

っ と 違 う 局面の話にな り ま す。

○戸苅委員 これは調査委員会に上が っ た事例です よ ね。 そ して重大な過失。

○後技監 (事務局) そ う です。

○戸苅委員 少 し不備な書類 と 、 書類を何 も 出 して こ ない と い う の は少 し違 う か も しれま

せんが 。

○後技藍 (事務局) そ う です。 違 う と い う 整理に な っ ています。

○戸苅委員 そ う ですか。 ただほ と ん ど似ていますね。

○上 田委員長 では 、 よ ろ しいですね。

○勝村委員 だか ら 、 そ う い う 、 こ れだけで は僕は ち ょ っ と 納得で き ていない ので 、 僕 と

して は 、 そ う い う 別のや り 方をす る と か、 検討をお願い したい と思います。

○上 田委員長 わか り ま した。 対応す る と い う こ と で 、 はい 。 そ う し ま した ら 、 調整委員

会、 よ ろ しいで し ょ う か。

そ の次に 、 1 5 ページの再発防止委員会 、 いかがで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

そ う し ま した ら 、 次に 5 番 目 ですが 、 剰余金が発生 した場合の取扱いについて 、 ま ず、

事務局か ら説明 します。

5 ) 剰余金が発生 した場合の取扱いについて

○ 山 田部長 (事務局) それでは 、 1 6 ページで ご ざいます。 剰余金が発生 した場合の取扱

いについて。

( 1)検討の経緯で ご ざいますけれ ど も 、 こ れは皆 さ ん ご存 じだ と 思い ますが 、 本制度は運

営組織準備委員会報告書に基づき補償対象者数を 500~800 人程度 と 推定 してお り ま す。 但

し 、 デー タ 不足に よ る 不確定要素 を一定程度勘案 し た制度設計に基づいて開始いた し ま し

た 。 こ れま での運営委員会にお き ま して も 、 補償対象者数は設計当初の予測 、 すな わち上

限の 800 人程度を下回 る場合には剰余が生 じます し 、 上回 る場合には欠損 と な る こ と 、 ま
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た 、 剰余 ･ 欠損の取扱いについて何 ら かの措置 を講ずるべき であ る と い う こ と な どが指摘

さ れて き たわ けで ご ざいます。

既に運営委員会において報告 してお り ま す と お り 、 こ う し た剰余 ･ 欠損の取扱いについ

て は制度 目 的 を踏ま え 、 厚生労働省 と も 協議 しなが ら 検討を進めて き た と こ ろ であ り ます。

次の (2) で ご ざい ますが 、 剰余お よび欠損が生 じた場合の対応方針で ご ざいます。 一つ 目

の○ で ご ざいます けれ ど も 、 本制度に一定の剰余が発生 した場合は 、 運営組織において補

償財源の繰越措置を講ずる 。 繰 り 越す補償財源は括弧の と こ ろですが 、 掛金総額か ら産科

医療補償制度の運営に必要な経費を控除 した額、 いわゆ る補償原資か ら 20 年分の補償金支

払いに必要な額を差 し 引 い た額、 残額 と して 、 これを保険会社か ら運営組織に戻 し入れる

こ と と いた します。

但 し 、 こ の残額のすべて を戻 し入れる こ と と し ま す と 、 偶然性を要件 と す る保険契約性

が否定 さ れ、 掛金が ｢保険料｣ ではな く 単な る ｢預か り 金｣ と 見な さ れ る おそれ も あ る こ

と か ら 、 補償対象者数が見込みの下限値 600 人の半分であ る 26 0 人を下回っ た と い う 場合

に は 、 戻入額を補償原資 と 最低基準 250 人分に相当する保険金額 (補償金支払額の総額)

と の差額 と して計算 します。

ま た 、 三つ 目 の 0で ご ざいますが 、 逆に 、 本制度 に一定の欠損が発生 した場合で ご ざい

ますが 、 制度の長期 ･ 安定的な運営 を 図 る た め 、 保険料の 引上げ等 を行 う こ と と し ま す。

保険料が 引上げ ら れた場合は 、 こ れに伴い分娩費用 の実勢 も上昇する こ と が見込まれる た

め 、 厚生労働省において出産育児一時金の増額等の対応を行っ てい ただ く 必要が あ る と 考

えています。

最後 の○で ご ざいますが 、 なお 、 本年度契約に関 して 、 こ れ ら の対応 を行 う 時期 につ き

ま し て は 、 補償対象者数が確定す る 5 年後以降 、 具体的 に言います と 、 初年度の分は平成

26 年 12 月 末以降 と な り ま すが 、 最終的な補償財源の過不足についてでき る 限 り 早期 に見通

し を立て る こ と に よ り 速やかに実行を 図 る こ と と いた します。

(3)で ご ざいますが 、 当該財源の利用方法でご ざい ます。 補償財源の剰余が保険会社か ら

運営組織に戻 し入れ られる こ と と な っ た場合で ご ざい ますが 、 運営組織は運営委員会に こ

れを報告 し 、 適切な利用時期 ･ 利用方法の検討を経る ま で管理する と い う こ と に な り ま す。

繰 り 越 さ れ る補償財源は 、 本制度の趣 旨 に照 ら し て適切な使途に限定 しな ければな ら な

い , しか しな が ら 、 現時点では剰余の可能性お よ びそ の金額が定かでは ないた め 、 今後 、

運営委員会において適切な利用方法を十分議論の う え 、 将来の本制度の充実に資す る使途

を決定 してい く こ と に してお り ます。 以上で ご ざいます。

○上 田委員長 ただい ま事務局か ら 、 こ れは あ く ま で も 万が一 と い う こ と に な る か と思い

ますが 、 万一剰余金が発生 した場合の取扱いについて 、 検討の経過です と か 、 そ の対応、

こ の対応 も剰余 と 欠損 と 両方あ り ますが 、 そ の対応の考え方、 そ して そ の財源の利用方法

等について説明が あ り ま した。 こ の点につ き ま して 、 委員の皆 さ んか ら ご質問 ･ ご意見 を

いただき たい と 思います。 いかがで し ょ う か。
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○近藤委員 (2)番 目 のい ち ん下の 3 行 目 で、 ｢すみやかな実行を図 る ｣ と い う の は 、 こ れは

いつ ごろ と い う こ と に な る んですか。 何か 5 年後 と 言いな が ら 、 早め に戻せ と 、 こ う い う

議論ですか。

○ 山 田部長 (事務局) 結局 、 数字が確定する の は 、 先ほ ど 申 した と お り 、 平成 26 年の 12

月 で初年度の人の 申請が終わ り ま す。 そ こ で補償金額が確定 しますの で 、 それ を踏ま えて

幾 ら剰余金が 出 る の か確定 しますので 、 ｢すみやかに実行を図 る こ と と する ｣ と 言 っ てお り

ますの は 、 結局 、 5 年後以降 じゃ ない と は っ き り した数字は決ま り ませんが 、 例え ば 3 年

後であれば、 あ る 程度の 目 安が立っ て く る だろ う と 、 そ の 目 安が立っ た時点で ど う い う 使

途にす る か と い う こ と を運営委員会の 中 で も検討していただき たい と 、 そ う い う こ と で ご

ざいます。

○近藤委員 それで 、 問題なの は 、 (2 ) の 二つ 目 の た だ し書き 、 こ の 250 人 と い う の は どれ

だけ根拠が あっ て 、 世の 中 に通用する よ う な数字な のか ど う か 、 それを ち ょ っ と お伺い し

たい。

○上 田委員長 250 人の根拠。 検討の経緯で、 こ こ で三つ 目 の○で、 厚労省 と も協議 し なが

ら 検討を進め て き た と こ ろ であ る と い う こ と で 、 事務局か ら提案 さ れています。 た だいま

の 2 60 人の根拠について 、 いかがですか。 厚労省か ら何か ご意見をいただければ。

○佐原室長 (厚労省) 厚労省ですけれ ど も 、 若干 ち ょ っ と 背景 と して説明 させていただ

き ます と 、 剰余金が発生 した場合に保険会社が取得す る と い う 取扱いについ て 、 国会 と か

あ る いは社会保障審議会 、 厚労省 に あ り ま すが 、 そ の辺等 においてい ろ い ろ な ご指摘がな

さ れて き た と こ ろ で ご ざいま して 、 こ の間 、 準備委員会で も い ろ い ろ ご議論いただき ま し

た が 、 実施 に 当 た っ て 、 ま ず 、 掛金の相 当分について は出産育児一時金での対応 を行っ て

い く と 。 特 に 、 加入 した と こ ろ について は 3 万円 引 き 上げ る 、 それ以外の と こ ろ は 3 万 円

引 き 上げない と い う 対応を行っ た こ と であ り ま す と か、 あ る いは加入促進のた め に診療報

酬上の手当 て も行っ た り 、 広告の規制 を緩和 して き た り と い っ た よ う な こ と をやっ た。 そ

して 、 ま た 、 加入率が ほぼ 100%に な っ た と い う こ と も踏ま えます と 、 こ の制度が民間保険

を活用 した制度で あ る と は言えますが 、 極め て公的な性格が高い と い う 一つ に な っ て い る

と い う ふ う な認識を してお り ます。 したが っ て 、 基本的 に大幅な剰余が 出 る と い う こ と は

想定 されていない と思いますが 、 補償対象者が こ の 500 名 と い う の を下回 る と い う こ と も

基本的には考え に く い と い う こ と は 、 そ う い う ふ う に我々 と して も 思っ てお り ま すが 、 そ

う な っ た場合であ っ て も 、 やは り 剰余が生 じた場合には返還を してい く と い う こ と が適当

ではないか と 。 も ち ろ ん 、 そ の際に は 、 将来の本制度の充実に限定 して使用 してい く と い

う 形が適当 な のではないか と い う こ と であ り ます。

それで 、 2 50 と い う 数字につき ま しては 、 こ の下限値 500 人の半分 と い う と こ ろ で設定

した も の で あ り ま して 、 こ の下限値の設定について 、 こ れ以下でな ければい け ない と か、

こ れ以上であ っ て はい けない と い っ た 、 そ の制度上のルール と い う の はないわ けであ り ま

すけれ ど も 、 今 、 申 し上げま した よ う な制度の趣 旨 に鑑みて 2 50 と い う こ と で ど う か と い
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う こ と で提案 させていただいてお り ます。

○近藤委員 公的な制度であ る と い う の は よ く わか る んですけれ ど も 、 た だ、 根拠が ない

数字を も っ て こ れを決め る と い う の は 、 はな はだおか しいのでは ないか。 やっ ぱ り 民間の

損保会社を使っ て 、 株式会社であ る損害保険会社の仕組み を使っ た う えで 、 しか も それが

偶然性が あ る と 。 こ の偶然性 と い う の は 、 あ る 程度合理的な根拠がない と 、 こ れは全 く お

か し な話に な り ま す。 も し今の よ う な説明 であ る な ら ば、 こ れはやっ ぱ り 法律でつ く っ て 、

民間制度 を使わないで国がやるべき だ と 、 こ う い う ふ う に思います。 だか ら 、 民間制度 を

使いなが ら 今の よ う な説明 と い う の は通 ら ない と 私は思います, だか ら 、 こ れは運営組織

と それか ら損保会社 と の契約で決ま る わ けですか ら 、 その と き に こ の運営組織 と して ど う

判断 さ れる か と い う の は 、 当然、 厚生労働省抜き に してやっ ぱ り 考え る べき じ ゃ ないか と 、

こ う い う ふ 効こ私は思います。

○上 田委員長 近藤委員か ら基本的な極 め て貴重な ご意見をいただき ま した。 私 、 委員長

ですけれ ど も 、 こ の制度の事業管理者の立場でお答え します と 、 運営組織 と しま して は 、

先ほ ど厚労省か ら こ れま での経過 、 あ る い は考 え方につ き ま して ご説明 が あ り ま した よ う

に 、 こ れま で厚生労働省か ら ご指導いただいて 、 本 日 、 こ の よ う な提案 を行っ た と こ ろ で

ご ざいます。 ただいま 、 2 50 人の根拠等について整理を き ち ん と する必要が あ る のではない

か と い う ご指摘 をいただき ま したが 、 も う 一方、 こ の制度が公的な性格を持つ点 も踏ま え

て 、 今回 、 厚生労働省の指導を受 け なが ら 進め て ま い り ま した。 したがいま して 、 当 面は

こ の方針で進めてい き たい と 考え てお り ま す。

今後の補償対象者の推移等を踏ま え なが ら適宜条件の見直 し と かそ う い う 検討も し てい

かな けれぱ と 思っ てお り ま す。 事業管理者の立場か ら 申 し上げます と 、 こ の 16 ページに あ

る提案で 、 近藤委員か ら ご指摘が あ り ま した けれ ど も 、 今後進め てい く こ と に ご理解 をい

ただき たい と 思っ てお り ます。

○近藤委員 私は納得い き ません。 こ れは 、 やっ ぱ り こ の補償対象者 と い う の は 、 今ま で

そ の準備報告書、 こ れはま さ に専門委員会ですか、 鴨下先生以下大変ご苦労 さ れて 、 5 00~

800。 2 50 以下が あ り 得る と い う の であれば、 こ れは も う 制度設計そ の も のが空中分解する

話で 、 3 万 円 を決め た こ と 自 体が全 く おか しな話で あ っ て 、 保険料か ら全 く おか し な制度

を仕組んだ と い う こ と にな り ま すの で 、 こ れはやっ ぱ り 世の 中か ら 見た ら 通用 しない議論

じゃ ないか と 思 う んですね。 行政指導ですか ら 、 こ れは民間 の協力 を得て初めてオーケー

さ れ る わ けで 、 強制する の で あれば、 こ れはやっ ぱ り 法律でつ く る べき と 、 こ う い う ふ う

に思いますよ 。 全 く 納得でき ません,

○鈴木委員 収支決算 を 800 人でやっ てい る んです よ ね。 そ う です よ ね。

○ 山 田部長 (事務局) そ う です。

○近藤委員 だか ら 、 500 の範囲な ら ま だいいんです よ 。

○鈴木委員 要する に 、 保険の偶然性はわかる んですけれ ど も 、 偶然性に幅が あ る わけで、

それは 800 人で設計 した も のが 3 分の 1 以下に な る と い う ほ ど幅が あっ て 、 それは偶然性
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じ ゃ な く て 、 む し ろ博打性に な る んだ と 思 う んだけ ど。 賭博性に な っ て しま う と 思 う んで

すけれ ど も 。 だか ら 、 やっ ぱ り 800 人を前提に収支決算の予算 を立てていて 、 2 50 以下に

な る と い う 場合に 、 2 5 0 と の差額だけ取 り 戻す と い う こ と にな る と 、 実際は余剰金が出て も

戻 さ ない と い う こ と を 、 き ょ う 、 決 め る と い う こ と に等 しいの ではないか と い う の が近藤

先生の ご意見だろ う と思 う んです よ ね。

○近藤委員 全部戻す と い う こ と 。

○ 山 田部長 (事務局) 2 50 と い う の は実際に あ り 得ない と思いますので、 剰余金はすべて

運営組織に戻 して も ら う と い う こ と に結果的に はな る んだろ う と思います。

○鈴木委員 え っ 。 いや、 いや、 2 50 以下は想定で き ない と い う こ と にな る と 、 余剰金は生

じない と 。 つ ま り 、 返還 しな き やい けない余剰金は生 じない と い う こ と に な り ます よ ね。

○近藤委員 いや、 いや、 莫大に 、 ほ と ん ど戻っ て く る 。

○鈴木委員 えっ , 莫大に戻っ て く る っ て 。 そ う ではな く 、 保険会社の ほ う に ,

○近藤委員 行かない と い う こ と です。 保険会社に行かない と い う こ と です。

○大井委員 260 人以下に なればです.

○ 岡井委員長代理 250 人以下に なっ た ら 、 その部分だけ は保険会社が と る 。

○上 田委員長 250 人 と 800 人の間はみんな戻 して も ら う と い う 、 そ う い う 意味ですね。

○鈴木委員 あ あ 、 そ う か 、 そ う か。 逆の話か。

○近藤委員 だか ら 、 今ま での医学的な根拠 と い う の は全 く 無視 した議論に な り ま す。

○上 田委員長 260 人ま では戻 して も ら う 。 ただ、 2 5 0 人以下について は、 も と も と は 800

人 と 想定 していますか ら 、 ま ず、 あ り 得ない と 思いますが 、 万が一 と い う こ と でな っ た場

合です。

○近藤委員 しか し 、 絶対 と い う こ と はないですか ら ね。

○上 田委員長 はい。 そ う です。

○近藤委員 250 以下 と い う の は 、 全 く ゼ ロ ではない と思います。

○上 田委員長 そ う です。

○近藤委員 しか し 、 それ を想定 した う えで 、 しか も 3 万 円 と い う 保険料を取 り なが ら こ

んな形にす る と い う の は 、 本当 におか し な話で 、 制度設計は も う や り 直 しです よ 、 は っ き

り 言っ て 。 今の制度 を変 えな き や いかん。

○小林委員 私はその専門委員会の委員だっ たので 、 5 00~800 は根拠が あ る と思います。

ただ 、 それは医学的な話で 、 例 え ば何 ら かの理由 で 申請が さ れない と かそ う い う こ と も あ

り 得ますので 、 偶然はやは り 否定で き ない と 思いますか ら 、 あ ら か じ め保険会社 と こ う い

う 契約 、 約束を しておいた ほ う が安全では あ る と 思います。

○近藤委員 安全 と か何 と か言 う よ り 、 ほ と ん ど今だ と あ り 得ない数字 しか損保会社には

残 ら ない と い う 、 想定そ の も のがね。 だ っ て 、 こ の制度そ の も の を否定する わ け です よ 。

損保会社を使 う と い う 制度 を否定する よ う な議論を してい る か ら 、 私はおか しい と 言っ て

い る んです。 損保会社を使 う と い う 前提で こ の制度は仕組みができ たわ け な んです。 それ
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を全 く 否定する よ う な論拠 と い う の は 、 ど う 見た っ ておか しい。

○佐原室長 (厚労省) 500~800 と い う よ う な推計を していただいたわけですけれ ど も 、

も ち ろ ん 、 そ の推計を否定 してい る わ けで はあ り ま せんが 、 あ く ま でそ こ に入 る蓋然性が

非常に高い と い う こ と で設計を していただいた と 伺 っ てお り ま すが 、 そ う は言っ て も 500

を切 る 可能性が全 く ない と い う わ け ではない ので 、 そ う い っ た場合の こ と も含めて対応 し

てい く 必要が あ る のではないか と い う ふ う に考えてお り ます。

○近藤委員 それはそ う か も わか ら ん け ど 、 可能性の一番蓋然性が高い と こ ろ に こ れを 、

だか ら 、 こ れで普通に言えば、 6 50 と い う の が普通の数字なんです。 それ よ り ガ タ ッ と 下げ

る な ら 、 やっ ぱ り 根拠を示 さ なき や いかんわ けです。 だか ら 、 今か ら 変わ り ま した と 。 600

~ 800 じ ゃ な く て 、 新 しい資料ができ ま したか ら 、 2 50 と い う のが大体その線に な り ま す と 、

こ う い う 説明 な ら 私は納得 します よ 。 そ う でないの に 、 500 と か 800 でそ の ま ま残っ てい

なが ら 、 なおかつ 25αこす る と い う の は 、 これは納得がいかない と 、 こ う い う こ と です。

○小林委員 む し ろ 、 保険会社側に最低限 これだけの運営費用 が必要だ と い う の を 出 して

も ら う ほ う が先ではないで し ょ う か。 こ ち ら の ほ う か ら 250 人に決め る のではな く て。

○近藤委員 いや 、 損保は株式会社ですか ら 、 偶然性が あ る わ けですか ら 、 確実に こ れ と

い う の は も と も と あ り 得ない んです よね。 こ れっ て損害保険ですか ら 。 それ を確定的に こ

れだ と 言 う の は 、 ま さ に 500~ 800 の間ですよ と 言 う の と 同 じ こ と ですか ら 、 それは無理で

す。 こ の数字が圧倒的 に給付額を決め る わ けですか ら 。 こ の数字で今計算 してい る わ けで

すか ら 。 こ の数字を変 え る の であればいいです よ 、 専門委員会か何かで。 最低限 と か何 と

か言っ た っ て 、 給付は人数が 固ま ら な ければ、 損保会社だっ て数字を 出せませんか ら 。

○鈴木委員 これは要す る に損保会社に余 り 大き な欠損や剰余金が出 ない よ う にする た め

の調整ですよ ね。 そ う です よ ね。

○近藤委員 そ う です。 それはそ う です。 だか ら 、 公的な意味で。

○鈴木委員 だか ら 、 保険制度を前提に し なが ら公的制度 と して の意味合い を調整す る意

味では 、 保険会社が許容で き る 損金 と 余剰金の幅が ど の ぐ ら い な のか と い う こ と を確定 し

て出すべき なん じゃ ないですか。

○近藤委員 それは確定でき ません。

○鈴木委員 いや、 いや、 許容で き る範囲です。 許容でき る範囲。 それは例 えば、 要する

に 250 人か ら 出 していい と思 う んですけ ど 、 2 50 人以内だっ た場合、 600 人以 内だっ た場

合、 ま た あ る いは 750 人以内だっ た場合ですね。 そ う い う 輪切 り で も っ てやっ てみて 、 こ

の と き の収支が大体 こ の ぐ ら いに な る と 。 あ る いは 1 , 000 人 と か 1 , 5 00 人 と かそ う い う と

こ ろ ま で出 して 、 許容でき る 損金 と 許容でき る余剰金、 そ の幅は追加 も しない し取 り 戻 し

も し ない と 。 しか し 、 それを超え て損金が増 え た と き に は保険料の値上げで対応 しな き や

い け ない し 、 それを超 え る余剰金が残っ た と き に は取 り 戻 さ な ければい け ない と 、 こ う い

う 考え方ですよね。

○近藤委員 だか ら 、 取 り 戻 さ な き や いかん と い う 議論が 、 も と も と は本来ないんですよ
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ね 、 こ の制度 と して は。 本来に は。 本来ないんです よ 。 ま さ に損保会社が 自 制する と 、 こ

れはそれだけ の話なんです よ 。 公的な保険だか ら 、 あ んま り ぼる も う け し ち ゃ おか しいで

す よ と 。 それ を 自 制する と い う 形ですか ら 、 こ の制度の う え ではないんです よ 、 は っ き り

言っ て。 その上に立っ た こ の制度の仕組みなんですよ 。

○鈴木委員 しか し 、 その 500 と か 800 と か言っ て も 、 医学的に はそ う か も しれない けれ

ど も 、 実際問題 ど う な る かわか ら ない と い う 不確定要素の 中で、 しか も保険を使っ た と い

う こ と ですか ら 、 そ の制度の修正 と い う 概念は あ っ て も いいわ けですよ ね。

○近藤委員 あ り 得ます。

○鈴木委員 その制度の修正の枠組みの範囲 を。

○近藤委員 だか ら 、 そ の修正する だけのデータ が 、 それ も ないんです よ 。

○鈴木委員 いや、 いや、 やっ てみて修正する しかないん じゃ ないですか。

○近藤委員 だか ら 、 や っ てみて修正す る な ら 、 私 も わか り ま す。 しか し 、 や る 前にそれ

をやる の はおか しい と い う の が私の主張なんです。

○鈴木委員 つ ま り 、 5 年の経過 を見た う えでそ の修正をする と い う 契約 をすべき だ と い

う こ と に な り ま すかね, その 中身について は、 そ の と き の協議に委ねる 。

○近藤委員 やっ ぱ り 損保会社 と して は こ れで 、 場合に よ っ て は数が少な く て ぼる も う け

で社会的批判を浴びる と い う の は 、 こ れは困 る と い う お考 え も あ る か ら 、 あ る 程度は 自 制

し よ う と い う 気持ち も わか ら んではないですね。 だけ ど 、 余 り に も こ れは 自 制の し過ぎ じ

ゃ ないか と い う のが私の印象な んです。 だか ら 、 こ の制度が 、 損保会社を使 う と い う の を

全 く 無視 した考え方 と しか思 え ない と 。 そ こ に立っ て 、 そ う い う 制度の仕組みの上に成 り

立っ てい る に も かかわ ら ず、 それを否定する よ う な形で こ れ を仕組む と い う の は私は反対

で あ る と 、 こ う い う こ と です。

○上 田委員長 剰余金の問題について は国会や社会保障審議会で指摘が あっ て 、 厚労省で

検討 し 、 そ の指導を受 けて我々 と して は本 日 こ の よ う な提案をい た し ま した 。 一方、 近藤

委員か ら かな り 基本的な ご指摘が あ り ま した。 しか し 、 こ の剰余金の問題について取 り 組

ま ない と い け ませんので、 こ う さ せていた だけ ますか。 再度 、 厚労省 、 損保会社 と も 相談

し て早急に詰め てい き たい と思っ ています。 こ の点 につい て事業管理者、 私の ほ う に一任

させていただいて 、 も ち ろ ん 、 き ょ う の ご意見 を踏ま え な が ら 、 再度厚労省 、 損保会社 と

も ご相談 していき たい と 思いますが 、 よ ろ しいで し ょ う か。

○近藤委員 これはいつ ごろ が契約の限度にな る わ けですか。

○上 田委員長 6 月 中 ですので 、 早急に詰め ま して 、 ま た各委員の皆 さ んに は結果をお伝

え します。

○近藤委員 デー タ も何 も ない じゃ ないですか。 データ も何も ないま ま に これをや る と い

う の は 、 ど う 見た っ ておか しい。 デー タ が あ る のは 、 500~800 しかないんですよ 。

○上 田委員長 そ う です。 はい。

○近藤委員 それを無視 して決め る と い う こ と は 、 本当 におか しいです。 6 月 末 じ ゃ ない
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と 何で間 に合わ ないんですか。 こ んな返す と か何 と か と い う の は大分先 じゃ ないですか、

数字がわかる の は。

○ 山 田部長 (事務局) 結局 、 補償が始ま る の は 、 7 月 か ら 申 請が上が っ て く る 可能性が

あ る わけですね。

○近藤委員 いや、 だけ ど 、 返せ、 戻せ と い う よ う な話は 、 4 年か 5 年後 しかわか ら んわ

けで し ょ う 。 何で今決めな き や いかんのですか。

○ 山 田部長 (事務局) 金融庁の指導で 、 始ま る前に保険契約の 中 に特約の何た る を入れ

る と 。

○近藤委員 金融庁は ど う な っ てい る んですか. こ の 250 でやる と か と い う 話は了解を得

てい る わけですか。

○ 山 田部長 (事務局) 2 60 と い う の は 、 ま だ報告は していない と い う こ と で ご ざいます。

こ こ で決定 してか ら一応報告する と 。

○近藤委員 確定 じゃ な く て 、 そ の前にお話を 聞いた ほ う がいいん じ ゃ ないですか。 おか

しい じゃ ないですか。 損保制度の根幹 を揺る がす よ う な話ですよ 。

○勝村委員 専門的な話は十分にわか ら ないの です けれ ど も 、 一方で 、 こ の制度はやっ ぱ

り い ろ い ろ な不安 と かを持たれなが ら始ま ろ う と していて 、 と こ ろ がそれで も 、 加入率が

ほぼ 100% に な る と い う く ら いに な っ て き たの は 、 やは り 、 かな り 公的 な も の だ と い う 信頼

で何 と かやっ て き てい る 部分が あ る と 思い ますので 、 に も かかわ ら ず民間の損保会社だっ

た と い う こ と だか ら 、 やっ ぱ り ち ょ っ と 普通の感 じではわか り に く いです よ ね。 なぜ民間

の保険会社な のか。 お っ し ゃ る よ う に 、 それだっ た ら 法律でやれ と か、 公的な保険に して

し ま え と かい う こ と なんかの ほ う が僕 ら はすんな り そ う だな と 思 う し 、 ほん と に公的な保

険に 100% して しま え と か と い う ほ う がいいん じゃ ないか と か、 市民感覚で考 え た ら みんな

思 う わ け なので 、 やは り 今 、 制度が始ま り 、 安定 しつつ あ る よ う に は見 えますけれ ど も 、

そ う い う 意味でわか り に く いな と い う 思い を持っ てい る人はかな り いて る ので はないか と

い う のが 、 こ の間 のい ろい ろ な報道 と かの感想なので、 やっ ぱ り 250 と か と い う 数字に 関

して は僕はわか ら ないです けれ ど も 、 結果 と して 、 公的な色彩が強いの に民間保険会社に

かな り 剰余金が残 り 得る んだ と い う よ う な制度であ っ た と い う よ う な こ と が妙な不信感に

な ら ない よ う に して ほ しい。 やっ ぱ り そ う い う も の を最初に契約の段階でき っ ち り と お願

い したい。 か と い っ て 、 民間保険会社の立場 も あ る と は言いつつ 、 やっ ぱ り そ こ は国民の

側 に立っ た ぎ り ぎ り の調整役 を運営委員の ほ う は あ る程度 、 向 こ う が拒否 し ない範囲のや

っ ぱ り ぎ り ぎ り の努力 は国民の代表 と して して も ら わない と 、 剰余金がかな り 出て も オー

ケーみたい な感 じ にな っ て はい け ないんだ と 思いますので 、 そ の辺 はお願い してお き たい

と 思います。

○木下委員 そ も そ も論に な っ て し ま っ て は意味ない と思い ます。 現在は 、 そ の剰余金の

問題に な り ま したが 、 そ も そ も 民間 の損保会社にお願いす る に 当 た り ま して 、 初め は 、 実

は大変 リ ス ク が高い話に も かかわ ら ず、 あ えて こ う い う ふ う な こ と をお願い した と い う 経
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緯が あ り ま した。 そ の際、 50 0 、 6 00 件 と い う 推定値の下で今 日 に至 り ま した。 今 、 近藤先

生のお話 し にな っ た こ と は 、 筋論 と して は 当然だろ う と思います。 ですか ら 、 こ う い っ た

公に近い仕組みであればあ る ほ ど 、 それに対 して き ち っ と し た対応を し てい く と い う こ と

が我々 と して は大事だ と 思い ます。 こ の 問題に 関 しま して 、 少 し時間 をいただいて 、 その

6 月 い っ ぱいで云々 と い う 話を延ば していただ く な り して 、 皆様方が納得する よ う な形で

も う 一度整理 していただけ ないで し ょ う か。 正直言っ て 、 対象が想定外に少な く 剰余金が 、

結果 と して です よ 、 出 た と き にそれを ど う する か と い う こ と に対 し て 明確に しておかない

と 、 ま た 国民の た め の仕組みであ っ て も かえ っ て逆効果にな っ て し ま う と 、 機構に対 して

も 損保に対 して も批判 も 出て く る の は全 く ナ ンセ ンス だ と思います。 そ う い う こ と の ない

よ う な形で、 し か も納得い く よ う な形で整理する こ と は必要だ と思いますので 、 早急に こ

れは判断する こ と な く お願い したい と 思いますので 、 も う 一度考 えていただ け ないで し ょ

う か。

○上 田委員長 わか り ま した。 再度厚労省 と も 協議 しなが ら対応 してい き ます。

○佐原室長 (厚労省) 6 月 中 に議論が必要だ と は思っ てお る んですけれ ど も 、 と い う の

は 、 一般的 な保険のルール と して 、 最初の保険事故が発生する前に 、 も し こ う い う 特約 を

つ け る場合であれば、 そ の契約 を保険会社 と 契約者た る評価機構の ほ う で さ せていただか

ない と い け ない。 そ う でない と 、 5 年後 に幾 ら 剰余が 出 た と して も 、 返 して いただ く と い

う 、 返還す る と い う 仕組みは取 り 得ない と い う 形に な り ま すので 、 き ょ う 、 い ろ い ろ ご議

論が あ る と い う こ と で あれば、 再度 ご議論いただき たい と思い ますけれ ど も 、 も し剰余 を

返 してい く と い う こ と であれば、 やっ ぱ り それは 1 年かけて議論 と い う こ と でな く て 、 早

急に議論 してい く と い う こ と が必要だ と思います。

○近藤委員 いや、 2 50 と か何 と かだっ た ら 、 き ち っ と 決め る んな ら そ う だ と思 う けれ ど も 、

こ れだけ余 り ま したか ら こ れだけお返 し します よ と い う の は 、 今の普通の損保制度で も生

保の制度で も あ る わけだか ら 、 それ を活用すればいいので 、 で き る ん じ ゃ ないですか。 深

尾 さ ん 、 ど う なんですか。

○深尾委員 はい。 すみません。 今ま で黙っ てお り ま した けれ ど も 。

一般的な民間 の その保険の ケース で 申 し上げます と 、 定め ら れた保険料を い ただいて事

故が起き た ら お支払いする わ けですね。 そ の支払いが集め ら れた保険料の フ ァ ン ド を超え

て も 、 保険会社は 自 分で損害 を 、 赤字を 出す と い う こ と 。 逆に 、 予定 よ り も 少ない支払い

だっ た場合にそれをお返 しする か と い う と 、 一般的 に はお返 し を しないわけで ご ざいます。

民間 の保険ではそ う い う ふ う なス キー ム 。 本制度 も そ う い う ふ う な こ と が原則で ご ざいま

すけれ ど も 、 先ほ ど来か ら 出てお り ます よ う に 、 こ れは非常に公的な性格の強い制度だ と

い う こ と 。 それか ら 、 ど う も過去 、 保険料を取 り 過ぎではないか と か 、 保険会社に膨大な

利益を取 らせる んではないか と 、 こ う い う ふ う な こ と も ご ざいま したので、 そ う い う 経緯

も踏ま え て厚労省 さ ん と も お話を して 、 こ う い う ふ う なス キーム を入れた ほ う がいいだろ

う と 、 こ う い う こ と をお話を 申 し上げて き た。 具体的 に 、 本 日 ご提案の よ う な こ と で決め
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たい と い う こ と の案だ と 思っ てお り ます。

先ほ ど 、 鈴木先生か ら も お話が あ り ま した けれ ど も 、 こ れが我々 か ら 見た最大のポイ ン

拝ま 、 こ の制度について我々 は リ ス ク を取っ てお り ま す。 木下先生か ら も お話が ご ざいま

した よ う しこ 、 仮に 800 を超え る よ う な補償が起き た場合には 、 保険会社が 、 こ れ、 リ ス ク

を取 り ま す. ですか ら 、 逆に言え ば、 少なかっ た場合で も一定の と こ ろ で最低、 我々 、 ｢最

低保険料｣ と い う よ う な言い方をいた してお り ま すけれ ど も 、 そ う い う も の を決め ていた

だ き たい と 。 それが 、 我々 、 民間 の保険会社 と して は民間 の保険でやる う えでの一つの根

拠 と い う ふ う な こ と に な る と い う こ と で ご ざいます。

今のお話は 、 2 5 0 と い う の はそれで妥当 か ど う か と い う ふ う な 、 論点はそ こ だけだろ う と

思います。 ですか ら 、 本 日 の場で 、 最低保険料 と い う ス キーム をお認めいただけ る と こ ろ

は合意をいただいて 、 2 50 が ど う か と い う こ と 、 それ と それをいつま でに決めればいいか、

こ れは さ ら に も う 少 し検討いただ く と い う よ う な こ と がいい のではないかな と い う ふ う に

思います。

○池 ノ 上委員 私 、 調査委員会の委員で したので。 大体 500~800 と い う 数は 、 その 当時の

施設ベース の数値 と して出 て き たんですね。 そ の後 、 こ う あ る 地域全体をそ ろ えた調査 、

追跡調査が少 し出て き ま して 、 それも 大体 700 と か 600 と か 、 大体そ こ ら辺の実数で出て

き ています。 ですか ら 、 500~800 と い う の はそんな に大き く 外れていないだろ う と 思いま

す。 む し ろ 申 請が十分出て く る か ど う か と い う こ と の ほ う が 、 そ の数値を左右する 要因 に

な る の ではないか と思います。 そ の後 の追跡調査 も含めて早急な検討が可能ではないか と

い う ふ う に思いますので 、 ぜひお願い したい と 思います。

○上 田委員長 ただいま深尾委員か ら ご発言が あ り ま した よ う に 、 2 60 人が議論に な っ てい

ますが 、 剰余金が発生 した場合の取扱いについて 、 最低保険料を ど う する か と い う こ と と 、

時期的な問題、 こ の点は早急に詰め させていただき ますが 、 方向 と して は剰余金が発生 し

た場合の対応 と して 、 こ の よ う な最低保険料を設け る と い う 、 こ の考え方については よ ろ

しいで し ょ う か。

問題は 、 250 人の根拠について の考え方 と 、 それか ら 時期的な問題が あ り ま すか ら 、 至急

詰め て 、 そ の こ と について は委員の皆 さ ん に フ ィ ー ドバ ッ ク し ます。 基本的 に は民間保険

では あ り ま すけれ ど も 、 剰余金が発生 した場合の対応は必要であ る と い う 方向 で 、 ま と め

る こ と で よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 最低保険料 と い う の は 、 要す る に 、 公的な色彩が強いか ら 、 剰余の幅 も でき

る だけ抑えて も ら う 代わ り に 、 リ ス ク の幅 も安定の た め に抑え る方向 に と い う 意味ですか。

○上 田委員長 これも リ ス ク が あ る ので、 そ う ですね。

○勝村委員 リ ス ク の幅をでき る だけ小 さ く し よ う と い う 趣 旨 と は違 う んですか。

○ 岡井委員長代理 余剰がで き た と き に 、 あ る 部分は 、 少 し は取っ て も いいです よ と い う

部分が 250 人分 と い う こ と です。 それ以外は戻 して く だ さ い と い う 。

○勝村委員 僕は 、 余剰が 出れば出 る ほ どいい と い う 、 大 き な の は絶対おか しい と思いま
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すけれ ど も 、 全 く ゼ ロ に近づ け る よ り 乙ま 、 余剰が 出 る よ う 目 指 して も ら う こ 割ま 、 やっ ぱ

り 保険会社 と して 、 事故防止に対する貢献をす る た め に 、 社会全体に交通事故で も交通事

故を起 こ さ ない よ う に と 、 保険会社 も一生懸命やっ て い る じゃ ない ですか。 そ う い う ふ う

な役割なんか も担っ て も ら う と い う 分 も含めてやっ て も ら う 部分が ち ょ っ と あ っ て も いい

と 思 う んですけれ ど も 。 鈴木先生お っ し ゃ っ た よ う に 、 公的 に近い と い う こ と は リ ス ク も

余剰の幅 も 、 や っ ぱ り 大 き く 揺れない よ う な雰囲気 と い う も の は 、 やっ ぱ り 特約で契約 し

て も ら う と い う ふ う な感 じだ ろ う な と 、 そ う い う のでお願い したい と 思います。

0鈴木委員 き ょ う の葉は ち ょ っ と 僕 も よ く 理解でき ていないの ですけれ ど も 、 き ょ う の

案は 260 人を下回 ら なかっ た と き には戻入れ額はな し と い う 話ですか。

○上 田委員長 2 60 人 を下回 っ た場合に 、 2 5 0 と そ の差は保険会社は戻 さ な く て も いい。

○鈴木委員 だか ら 、 2 50 人を下回 ら な ければ戻入れ額はな し。

○上 田委員長 いや、 戻 していただ く 。

○鈴木委員 全額戻っ て く る んですか。

○上 田委員長 はい。 全額戻っ て き ます。

○大井委員 戻っ て く る んです。 全額戻っ て き て 、 2 60 以下に な っ た と き だ け に。

○鈴木委員 補償原資 と い う の は 800 人分です よ ね。 3 , 000 万 円 × 800 人分ですよね。

○大井委員 そ う ですね。 しか し 、 分娩数で決ま る んですよ 。

○ 岡井委員長代理 分娩数 × 3 万 円 です よ 。

○鈴木委員 いや、 分娩数 × 3 万円 の補償原資 じゃ ないで し ょ 。 分娩数 × 3 万円 の 中 に は 、

補償原資 と それか ら運営経費が あ る 。 そ う です よ ね。 ち ょ っ と き ょ う の記載の 中 の こ と が

理解でき ない。 そ こ は ち ょ っ と わか り やす く していただいて。

○宮澤委員 グラ フ か何かを作っ て具体的に書いた ほ う がいいですよ 。

○上田委員長 繰 り 返 して 申 し訳 ご ざいません。 剰余金が発生 した場合について の対応は 、

考 えてい く こ と と し ます。 ただ、 具体的な 260 人が議論に な り ま したの で、 最低保険料に

ついて 、 それか ら 時期的な 問題について 、 厚労省 と も 相談 させていただいて 、 き ょ う の ご

意見 を踏ま えて 、 検討 させていただ く と い う こ と で よ ろ しいで し ょ う か。

すみません。 あ と 、 最後 の議題で、 平成 20 年度産科医療補償制度運営事業収支決算につ

いて 、 簡単にお願い します。

6 ) そ の他

( 1 ) 平成 2 0 年度産科医療補償制度運営事業収支決算について

○ 山 田部長 (事務局) 簡単に 申 し上げます。 1 7 ページで ご ざいます。

収益会計でご ざいますけれ ど も 、 こ れにつき ま して 、 1 8 ページに 20 年度の収支計算書を

添付 してお り ますので 、 ご ら んいただけ ければ と思いますが 、 まず、 収入についてですが 、

当期 の収入の合計額は 7 億 1 , 400 万 円 で ご ざいま す。 主 と して保険事務手数料、 いわゆ る

集金事務費でご ざいます。 こ の保険事務手数料収入の 中 に は 、 年度当初 (平成 20 年 4 月 )
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か ら 制度発足に 向 け て 開始 さ れた準備に係 る経費 を賄 う た め に 、 損害保険会社か ら 前受け

した集金事務費が含まれています。 前受分 と して 4 億 6 , 600 万 円 が含まれてい る と い う こ

と で ご ざいます。

支出 につ き ま して は 、 主た る支出で ご ざいますけれ ど も 、 妊産婦情報の登録事務 ･ コ ー

ルセ ンタ ー ･ 集金代行等の業務に係 る委託費 、 1 8 ページです と (5) の委託費が 1 億 3 , 0 00 万

円 、 ( 1 ) の人件費等が 8 , 600 万 円 、 (6) の シス テ ム保守料等に係 る修繕費 、 すなわ ち シス テ ム

開発 ･ 保守料が 7, 2 00 万 と い う よ う な状況で ご ざいます。 支出合計は ( B ) の欄で ご ざい

ま して 、 4 億 1 , 2 0 0 万 円 と い う こ と で ご ざいます。

それで 、 収入か ら 支出 を差 し引 き ま した 当期収支差額は 3 億 200 万 と い う 状況でご ざい

ます。

それか ら 、 1 7 ページの なお書き の と こ ろ で ご ざいますが 、 ただい ま説明 申 し上げま した

収支計算書は 、 機構の会計期間であ り ま す平成 20 年 4 月 1 日 か ら 平成 2 1 年 3 月 3 1 日 のデ

ー タ に基づいて作成 さ れた も ので ご ざいます。 産科医療補償制度の保険契約に基づ く 保険

期間は平成 2 1 年 1 月 1 日 か ら 平成 2 1 年 12 月 3 1 日 ま でであ り ますので 、 改め て こ の期間

に よ り 決算 を行い公表する と い う こ と & こ し てお り ます。

次に 、 補助金会計でご ざいます。 収支計算書は 19 ページで ご ざいます。 収入につ き ま し

て はゼ ロ と な っ ていますが 、 こ れにつ き ま して は制度発足に向 けた広報活動並びに原因分

析 ･ 再発防止に係 る事務経費 と して約 2 , 000 万 円 の交付を受け ま したが 、 清算払い方式に

よ る た め 、 国庫か ら の支払いが平成 2 1 年 4 月 に行われた 関係で、 平成 20 年度の収入はゼ

ロ と なっ てい る わ けで ご ざいます。 2 , 0 00 万 円 は実際に平成 2 1 年 4 月 下旬に厚生労働省 よ

り 振 り 込まれてお り ます。

それか ら 、 支出 についてで ご ざい ますが 、 給与 ･ 報酬等 、 並びに印刷製本費等 と して約

2 , 000 万 円 を支出いた してお り ま す。 以上で ご ざいます。

○上 田委員長 ただいま の事務局か ら の説明はいかがで し ょ う か。

○近藤委員 18 ページ 、 収入が 7 億あっ て支出が 4 億 しかない。 3 億、 こ れは収益が上が

る と い う こ と ですか。

○ 山 田部長 (事務局) いや 、 結局 、 先 ほ ど 申 し ま した と お り に 、 会計期間 の違い及び、

借金を残 さ ない と い う 関係か ら 、 年度当初か ら の経費を支払 う た め には 、 1 カ 月 分だ けの

収入では不足いた しますので 、 保険会社か ら保険事務手数料を前受 け した と い う こ と で 、

7 億 と い う 数字が 出 て き てい る わ け で ご ざいます。 そ う い う 事情で前受け した の で余裕を

見て 、 前受金 と して 4 億 6 , 000 万 円 いただいた と い う こ と で剰余が 出ま したが 、 あ く ま で

こ の収支計算書は 、 保険制度の会計期間か ら考えます と 途中経過で ご ざいますので 、 先 ほ

ど 申 し ま した と お り に 、 改め て保険契約期間であ り ます平成 2 1 年 1 月 1 日 か ら 1 2 月 3 1 日

ま でで決算はいた し ます。 今回は機構の会計期間 に基づいて 、 機構 と して の決算を行わな

ければな り ま せんので 、 機構 と して の決算を行っ た結果 こ う な っ た と い う こ と で ご ざい ま

す。
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○近藤委員 18 ページの 、 こ れは収益会計にな っ ています よ ね. だか ら 、 こ れは収益 と い

う こ と であれば、 こ れは新公益法人制度では 、 こ れはま た 50%維持でき る か ど う か も わか

ら んので、 収益でないな ら 、 収益会計でない よ う な表現に した ほ う が私はいい と思います,

○上 田委員長 あ り が と う ご ざい ま した。

○今村事務局長 事務局か ら お答 え させていただき ます。 ご指摘の と お り 、 た だい ま の と

こ ろ は収益会計 と い う ふ う に してお り ま すが 、 今年度の後半か ら公益財団法人移行への準

備を進め てお り ますので、 そ う い う 中でひ と つ整理を してい き たい と い う ふ う に考 え てお

り ま す。

それか ら 、 ただいま の収益が 3 億弱程度出てい る と い う お話で ご ざいますが 、 実は 、 1 7

ページの 1 番の収入の と こ ろ に書いて ご ざいますよ う に 、 実は制度発足に向 けて損保会社

か ら前受金 と し て収受 した分が ご ざいま した の で 、 そ う い う と こ ろ か ら 出てお り ま す。 し

たが っ て 、 こ れは今年の 1 月 か ら こ の 12 月 ま で決算 を した段階で、 多分、 ゼ ロ 円 と い う ふ

う に な る 予定に してお り ます。 以上で ご ざいます。

○上 田委員長 あ り が と う ご ざい ます。 よ ろ しいで し ょ う か。

○小林委員 収支決算は 、 将来的 に は 、 例 え ば今年度の保険料収入は 、 支出 と して は今年

の 12 月 末の 5 年後にな ら ない と 確定 しないわ け ですよ ね。 5 歳 にな る ま では。

○ 山 田部長 (事務局) 補償金を含めた支出 は 5 年後 じゃ ない と確定いた しません。

○小林委員 それはそ う す る と 、 今後 、 収支 については 5 年 ご と に幾つかの表 と して 出て

く る わ け ですね。

○ 山 田部長 (事務局) え え 。 2 1 年分です と 、 5 年間 はずっ と 作成する必要が あ る と思い

ます。 補償金の状況 と して。

○小林委員 それは別途、 表 と して 出 て く る と い う こ と ですね。

○ 山 田部長 (事務局) そ う い う こ と にな る と思い ます,

○上 田委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 何かその他で ご ざいますで し ょ う か。 ずいぶん予定

の時間 をオーバー しま したが 、 よ ろ しいで し ょ う か。 何か事務局のほ う か ら 。

○後技監 (事務局 ) 次回の 開催 日 で ご ざいますが 、 こ れは改めて ご案内 申 し上げますの

で、 何 と ぞ ど う ぞ よ ろ し く お願い 申 し上げます。

3 . 閉会

○上 田委員長 それでは 、 時間が ま い り ま したので。 こ れを も ち ま して 、 第 4 回の運営委

員会 を終了 さ せていただき ます。 あ り が と う ご ざい ま した。
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